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この製品は、関連するEU規制に適合しています。詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

こここののの製製製品品品ののの電電電源源源コココーーードドドにににははは鉛鉛鉛ががが使使使用用用ささされれれててて
おおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性ややや先先先天天天
性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままますすす。。。
取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ををを使使使用用用ししし
たたた場場場合合合、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどををを誘誘誘発発発すすするるる物物物
質質質ににに触触触れれれるるる可可可能能能性性性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この機械は回転刃を使用するロータリー式乗用芝刈り
機であり、そのような業務に従事するプロのオペレータ
が運転操作することを前提として製造されています。こ
の製品は、集約的で高度な管理を受けているスポー
ツフィールドや商用目的で使用される芝生に対する維
持管理を行うことを主たる目的として製造されておりま
す。この機械は本来の目的から外れた使用をすると運
転者本人や周囲の人間に危険な場合があります。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

製品の安全や取り扱い講習、アクセサリなどに関する
情報、代理店についての情報の入手、お買い上げ
製品の登録などをネットで行っていただくことができ
ますwww.Toro.com

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号デデデカカカルルルにににつつついいいててていいいるるる QR コココーーードドド無無無いいい
場場場合合合もももああありりりままますすすをををモモモバババイイイルルル機機機器器器でででスススキキキャャャンンンすすするるるととと、、、製製製品品品
保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセスススででできききままますすす。。。
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図図図 1
銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号
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安安安全全全にににつつついいいててて
マママシシシンンンののの安安安全全全にににつつついいいてててののの全全全般般般
的的的ななな注注注意意意事事事項項項

警警警告告告こここのののマママシシシンンンににに付付付属属属しししててていいいるるるすすすべべべてててののの安安安全全全
警警警告告告、、、指指指示示示、、、説説説明明明図図図、、、仕仕仕様様様内内内容容容をををよよよくくく読読読むむむこここととと。。。

警警警告告告ややや指指指示示示ををを守守守らららななないいいととと、、、感感感電電電、、、火火火災災災、、、重重重大大大なななけけけががが
なななどどどををを負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

以下の警告で使用される「マシン」という単語は、お
客様がお持ちのコード式のマシンまたはバッテリー式
コードレスのマシンを意味します。

1. 作作作業業業場場場所所所ののの安安安全全全確確確保保保
A. きききれれれいいいににに片片片づづづけけけららられれれたたた明明明るるるいいい場場場所所所ででで作作作業業業ししし

ままましししょょょううう。。。 ごちゃごちゃした場所や暗い場所
は、事故を起こしやすく危険です。

B. 可可可燃燃燃性性性ののの液液液体体体やややガガガスススややや粉粉粉塵塵塵がががあああるるる場場場所所所でででマママ
シシシンンンををを運運運転転転しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。マシンは火花
を発生させるため、粉塵や煙に引火する恐
れがあります。

C. 運運運転転転中中中ははは子子子供供供そそそののの他他他ののの人人人間間間ををを近近近づづづけけけななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。注意が散漫になって運転ミスを起
こす可能性があります。

2. 電電電気気気ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
A. マママシシシンンンのののプププラララグググににに合合合っっったたたコココンンンセセセンンントトトををを使使使用用用しししててて

くくくだだださささいいい。。。絶絶絶対対対にににプププラララグググををを改改改造造造しししたたたりりりしししななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。アアアーーースススささされれれたたたマママシシシンンンににに対対対しししてててアアアダダダプププ
タタタプププラララグググををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。改造され
ていないプラグとそれにマッチするコンセント
が、感電の危険を減らします。

B. パパパイイイプププ、、、ラララジジジエエエーーータタターーー、、、レレレンンンジジジ、、、冷冷冷蔵蔵蔵庫庫庫ななな
どどど、、、アアアーーースススささされれれたたた面面面ややや品品品物物物ににに身身身体体体ををを接接接触触触さささ
せせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。身体がアースされている
と、感電の危険が大きくなります。

C. 雨雨雨ののの中中中やややぬぬぬれれれたたた場場場所所所にににマママシシシンンンををを置置置かかかななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。 マシンに水が入ると感電の危険
が高くなります。

D. コココーーードドドはははててていいいねねねいいいににに取取取りりり扱扱扱っっってててくくくだだださささいいい。。。コココーーー
ドドド部部部分分分ををを持持持っっってててマママシシシンンンををを運運運んんんだだだりりり、、、ぶぶぶららら下下下げげげ
たたたりりり、、、コココネネネクククタタタををを抜抜抜ききき取取取っっったたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。熱熱熱源源源、、、オオオイイイルルル類類類、、、鋭鋭鋭利利利ななな部部部分分分、、、可可可動動動部部部
分分分なななどどどののの近近近くくくにににコココーーードドド放放放置置置しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
傷ついたり絡まったりしているコードは、感電
の危険が高くなります。

E. 屋屋屋外外外ででで使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、屋屋屋外外外使使使用用用ににに適適適しししたたた
延延延長長長コココーーードドドををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。屋外使用に
適したコードを使用することで、感電の危険
を減らすことができます。

F. やややむむむををを得得得ずずず湿湿湿気気気ののの多多多いいい場場場所所所ででで使使使用用用すすするるる場場場合合合
ははは、、、漏漏漏電電電遮遮遮断断断器器器ででで保保保護護護ささされれれたたた電電電源源源ををを使使使用用用ししし

てててくくくだだださささいいい。。。漏電遮断器を使用することで、
感電の危険を減らすことができます。

3. 人人人ののの安安安全全全確確確保保保
A. 自自自分分分ののの行行行動動動をををよよよくくく見見見ててて、、、注注注意意意深深深くくく常常常識識識的的的ななな

範範範囲囲囲ででで操操操作作作しししてててくくくだだださささいいい。。。疲疲疲れれれててていいいるるる時時時、、、病病病
気気気ののの時時時、、、アアアルルルコココーーールルルややや薬薬薬物物物ををを摂摂摂取取取しししたたた時時時ははは
マママシシシンンンををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。使用中の一
瞬の油断が、重大な人身事故を招く可能
性があります。

B. 人人人体体体保保保護護護器器器具具具PPEををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。必必必
ずずず保保保護護護メメメガガガネネネ等等等ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。防塵マ
スク、滑りにくい安全な靴、聴覚保護具など
の保護具を適切に使用することで、人身事
故を減らすことができます。

C. 不不不用用用意意意にににマママシシシンンンををを起起起動動動さささせせせななないいいよよようううにににしししままましししょょょ
ううう。。。電電電源源源やややバババッッッテテテリリリーーーパパパッッックククににに接接接続続続すすするるる前前前
ににに、、、スススイイイッッッチチチががが OFF位位位置置置にににあああるるるここことととををを確確確認認認ししし
てててくくくだだださささいいい。。。スイッチが ONになっているマシ
ンに通電するのは事故の原因となります。

D. マママシシシンンンののの電電電源源源ををを入入入れれれるるる前前前ににに、、、調調調整整整用用用のののキキキーーー
やややレレレンンンチチチをををすすすべべべててて取取取りりり外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。 マシ
ンの回転部分にレンチやキーがついている
と、人身事故の原因になります。

E. 無無無理理理をををしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。常常常にににしししっっっかかかりりりしししたたた足足足
元元元ををを確確確保保保ししし、、、身身身体体体のののバババララランンンスススををを保保保っっってててくくくだだださささ
いいい。。。姿勢が安定していれば、不測の事態で
もマシンをうまくコントロールできます。

F. 適適適切切切ななな服服服装装装ででで。。。だだだぶぶぶつつついいいたたた衣衣衣服服服やややアアアクククセセセサササ
リリリををを身身身ににに着着着けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。可可可動動動部部部ににに手手手足足足
ををを近近近づづづけけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 だぶついた服、
アクセサリー、長い髪などは、可動部に巻
き込まれる危険があります。

G. 集集集塵塵塵装装装置置置ををを接接接続続続しししててていいいるるる場場場合合合ははは、、、そそそれれれらららががが
適適適切切切ににに接接接続続続ささされれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認ししし、、、正正正しししくくく
使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。集塵機能を使用すると、粉
塵による危険を減らすことができます。

H. マママシシシンンンををを何何何度度度ももも使使使用用用しししててていいいるるるととと、、、慣慣慣れれれががが出出出ててて
きききままますすすががが、、、安安安全全全ににに対対対すすするるる注注注意意意がががななないいいがががしししろろろ
にににななならららななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。 ちょっと
した不注意から、一瞬のうちに大けがをする
こともあります。
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4. マママシシシンンンののの使使使用用用ととと手手手入入入れれれ

A. 無無無理理理ななな使使使いいい方方方をををしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。用用用途途途ににに
合合合っっったたたマママシシシンンンををを使使使いいいままましししょょょううう。。。適切なマシン
を使ってこそ、より良く、より安全に、設計
通りの性能で、仕事をすることができます。

B. ON / OFF スススイイイッッッチチチががが正正正しししくくく動動動作作作しししななないいいマママシシシンンン
ををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 スイッチで制御で
きない機械は危険です。修理が必要です。

C. マママシシシンンンののの調調調整整整、、、アアアクククセセセサササリリリののの交交交換換換、、、保保保管管管ををを
行行行ううう場場場合合合ははは、、、そそそののの前前前にににプププラララグググををを電電電源源源かかかららら抜抜抜ききき
バババッッッテテテリリリーーーパパパッッックククををを取取取りりり外外外せせせるるるマママシシシンンンででではははバババッッッ
テテテリリリーーーパパパッッックククををを取取取りりり外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。 こうした
予防策により、誤って機械を起動してしまう
リスクを減らすことができます。

D. 使使使用用用しししててていいいななないいいマママシシシンンンははは、、、子子子どどどもももののの手手手ののの届届届
かかかななないいいとととここころろろににに保保保管管管しししてててくくくだだださささいいい。。。まままたたた、、、マママ
シシシンンンやややこここのののマママニニニュュュアアアルルルののの内内内容容容をををよよよくくく知知知らららななないいい
人人人にににマママシシシンンンののの操操操作作作をををさささせせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
訓練を受けていない人にマシンを使わせる
のは危険です。

E. マママシシシンンンとととアアアクククセセセサササリリリををを適適適切切切ににに手手手入入入れれれしししままましししょょょ
ううう。。。可可可動動動部部部ががが適適適切切切ににに動動動くくくかかか、、、部部部品品品ががが破破破損損損ししし
ててていいいななないいいかかか、、、マママシシシンンンののの動動動作作作ににに悪悪悪影影影響響響ををを及及及ぼぼぼ
すすすよよようううななな状状状態態態がががななないいいかかか確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。壊壊壊
れれれたたたマママシシシンンンははは、、、修修修理理理をををしししてててかかかららら使使使用用用しししてててくくく
だだださささいいい。。。事故の多くは、マシンの手入れ不
良が原因です。

F. 刈刈刈りりり込込込みみみツツツーーールルルははは、、、常常常ににに鋭鋭鋭利利利ににに、、、清清清潔潔潔ににに維維維
持持持しししてててくくくだだださささいいい。。。適切にメンテナンスされ、
鋭利な刃先の刈り込みツールは、引っかか
りにくく、コントロールするのも楽です。

G. マママシシシンンンのののアアアクククセセセサササリリリ、、、ツツツーーールルルビビビッッットトトなななどどどははは、、、
そそそれれれぞぞぞれれれののの使使使用用用説説説明明明書書書ににに従従従っっっててて、、、作作作業業業条条条件件件
ややや作作作業業業内内内容容容なななどどどををを考考考慮慮慮ににに入入入れれれななながががららら使使使用用用ししし
てててくくくだだださささいいい。。。本来の用途と異なる使い方をす
ると、危険を招く可能性があります。

H. ハハハンンンドドドルルルなななどどど手手手持持持っっったたたりりり握握握っっったたたりりりすすするるる部部部分分分
ははは、、、油油油やややグググリリリスススががが付付付着着着しししななないいいよよようううににに、、、乾乾乾燥燥燥ししし
たたた清清清潔潔潔ななな状状状態態態ににに保保保っっってててくくくだだださささいいい。。。ハンドルな
ど手で持つ部分が滑りやすいと、万が一の時
に安全な行動ができない可能性があります。

5. バババッッッテテテリリリーーーマママシシシンンンののの使使使用用用ととと手手手入入入れれれ

A. メメメーーーカカカーーー指指指定定定ののの充充充電電電器器器以以以外外外ででで充充充電電電しししななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。特定のバッテリーパック専用に作ら
れた充電器を他のバッテリーパックに使用す
ると、発火する可能性があります。

B. マママシシシンンン用用用ににに指指指定定定ささされれれたたた以以以外外外のののバババッッッテテテリリリーーーでででマママ
シシシンンンををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。専用外のバッ
テリーを使用すると、けがや火災などの危
険があります。

C. バババッッッテテテリリリーーーパパパッッックククををを使使使用用用しししててていいいななないいいととときききににに、、、ククク
リリリッッップププ、、、コココイイインンン、、、鍵鍵鍵、、、釘釘釘、、、ねねねじじじなななどどどののの小小小さささななな
金金金属属属片片片ををを近近近づづづけけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。バッテリー

の端子同士がショートすると、やけどや火災
の原因になります。

D. 劣劣劣悪悪悪ななな条条条件件件下下下でででははは、、、バババッッッテテテリリリーーーかかかららら液液液体体体ががが
噴噴噴出出出すすするるるここことととがががああありりりままますすす。。。液液液ににに触触触れれれななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。触触触れれれてててしししまままっっったたた場場場合合合ははは、、、水水水ででで洗洗洗いいい
流流流しししてててくくくだだださささいいい。。。万万万一一一液液液体体体ががが目目目ににに入入入っっったたた場場場合合合
ははは、、、直直直ちちちににに医医医師師師ののの診診診断断断ををを受受受けけけてててくくくだだださささいいい。。。
バッテリーから出た液体に触れると痛みを感
じたり火傷を負ったりします。

E. 破破破損損損しししたたたりりり改改改造造造ささされれれたたたりりりしししたたたバババッッッテテテリリリーーーパパパッッッククク
やややマママシシシンンンははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。損傷した
り改造されたりしたバッテリーは、予期せぬ
動作をすることがあり、火災、爆発、などを
起こすとけがの原因となります。

F. バババッッッテテテリリリーーーパパパッッックククやややマママシシシンンンををを、、、火火火ののの近近近くくくににに置置置
くくくなななどどど高高高温温温にににさささらららさささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。温度が
130°C爆発する恐れがあります。

G. 充充充電電電説説説明明明書書書ににに記記記載載載ささされれれててていいいるるるすすすべべべてててののの内内内容容容
ををを守守守りりり、、、指指指定定定ささされれれたたた温温温度度度範範範囲囲囲外外外でででバババッッッテテテリリリーーー
パパパッッックククやややマママシシシンンンををを電電電しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。不適
切な充電や指定された温度範囲外で充電す
ると、バッテリーの破損や火災発生の危険
が高くなります。

6. Service整整整備備備
A. こここのののマママシシシンンンののの修修修理理理ははは、、、資資資格格格ををを持持持っっったたた修修修理理理担担担

当当当者者者ががが、、、製製製造造造時時時ととと同同同じじじ交交交換換換部部部品品品のののみみみををを使使使用用用
しししててて行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。 これにより、マシンの
安全性を確保することができます。

B. 破破破損損損しししたたたバババッッッテテテリリリーーーパパパッッックククははは絶絶絶対対対ににに整整整備備備ややや修修修
理理理ににに出出出さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。バッテリーパックの
修理は、メーカーまたは認定されたサービス
プロバイダーのみが行います。

安安安全全全ににに関関関わわわるるるそそそののの他他他のののメメメッッッ
セセセーーージジジ

危危危険険険警警警告告告記記記号号号

危険警告記号図 2は、このマニュアルと実機上とに
表示され、事故防止のために守るべき重要な注意事
項を示します。

g000502

図図図 2
危険警告記号

危険警告記号に続いて、危危危険険険、警警警告告告、または注注注意意意と
いう文字が表示され、危険についての具体的な内容
が示されます。
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危危危険険険人の生命に関わる重大な潜在的危険を意味しま
す。この注意を守らないと死亡事故や重大な人身事故
が起起起こここりりりままますすす。

警警警告告告人の生命に関わる潜在的危険を意味します。
この注意を守らないと死亡事故や重大な人身事故が
起起起こここるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。

注注注意意意安全に関わる潜在的危険を意味します。この注意
を守らないとけがをする可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりする
能力があります。重大な人身事故を防ぐため、すべ
ての注意事項を厳守してください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく機能していない
時は、運転しないでください。

• 回転部に手足を近づけないよう注意してください。
排出口の近くに手足などを近づけないでください。

• 絶対に子供に運転させないでください。

• 運転位置を離れる時は、マシンを停止させ、キー
を抜き取り、各部の動作が完全に停止したのを確
認してください。調整、整備、洗浄、格納などは、
機体が十分に冷えてから行ってください。

運運運転転転時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• オーナーは、オペレータ全員にトレーニングを受講
させる責任があります。

• 安全な運転操作、各部の操ン方法や安全標識など
に十分慣れておきましょう

• この製品は電磁場を発生させます。埋め込み型の
電子医療機器を装着している方は、本製品を使用
する前に専門家に相談してください。

• 運転位置を離れる時は、マシンを停止させ、キーを
抜き取り、各部の動作が完全に停止したのを確認し
てください。調整、整備、清掃、保管などをを行う
時は、バッテリー切断スイッチをOFF位置に回し、
マシンが冷える待ってから行うようにしてください。

• 緊急停止方法に慣れておきましょう。

• オペレータコントロールやインタロックスイッチなどの
安全装置が正しく機能しているか、また安全ガー
ドなどが外れたり壊れたりしていないか点検してく
ださい。これらが正しく機能しない時には機械を
使用しないでください。

• 使用前に必ず、ブレード、ブレードボルト、刈り込
みアセンブリの点検を行ってください。バランスを狂
わせないようにするため、ブレードを交換するときに
はボルトもセットで交換してください。

• これから機械で作業する場所をよく確認し、機械に
巻き込まれそうなものはすべて取り除きましょう。

• オーナーやオペレータは自分自身や他の安全に責
任があり、オペレータやユーザーの注意によって物
損事故や人身事故を防止することができます。

• 作業にふさわしい服装をし、安全めがね、長ズボ
ン、頑丈で滑りにくい安全な靴、および聴覚保護
具を着用してください。長い髪は束ねてください。
ゆるい装飾品やだぶついた服は身に着けないで
ください。

• マシンを始動する前に、全てのドライブがニュートラ
ルにあり、操作位置にいることを確認してください。

• 人を乗せないでください。

• 運転は、穴や障害物を確認できる十分な照明の
もとで行ってください。

• ぬれた芝の刈り込みは避けてください。接地力が落
ちてスリップする危険が高くなります。

• 回転部に手足を近づけないよう注意してください。
排出口の近くに手足などを近づけないでください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分な
注意を払ってください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの障
害物の近くでは安全に十分注意してください。

• 刈り込み中以外は必ずブレードの回転を止めてお
いてください。

• 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を感
じたときにはまずマシンを停止し、キーを抜き取
り、各部の動きが完全に止まってからよく点検し
てください。バッテリー遮断スイッチをOFF位置に
回し、必要な修理をすべて行ってから運転を再開
してください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなどは、
減速し周囲に十分な注意を払ってください。常に道
を譲る心掛けを。

• 切断ユニットへの駆動を切り、マシンの電源を切
り、キーを取り外し、すべての動きが停止するまで
待ってから切断高さを調整します (操作位置から調
整できる場合を除く)。

• マシンを作動させたままで絶対に機体から離れな
いでください。

• 運転席を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。

– 駐車ブレーキが掛かっていることを確認する。

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下降させ
る。

– マシンを停止させ、キーを抜き取る。

– 全ての動きが停止するのを待つ。

• 落雷の危険がある時には運転しないでください。

• この機械を牽引用車両として使用しないでください。

• アクセサリ、アタッチメント、交換部品は、必ずトロ
の純正品をお使いください。
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• ROPS横転保護バーは効果の高い重要な安全装
置です。

• POPS構成物は一切機体から外さないでください。
• シートベルトが機体に固定されていることを確認
してください。

• ベルトを腰の低い位置に当て、運転席の反対側に
あるバックルに固定してください。

• シートベルトを外すには、ベルトを押さえてバック
ルについているボタンを押します。ベルトがうまく
引き込まれるように手でガイドしてください。緊急時
にはベルトを迅速に外せるよう、練習しておいて
ください。

• 頭上の障害物に注意し、これらに衝突しないように
注意してください。

• ROPS自体に損傷がないか、また、取り付け金具が
ゆるんでいないか、定期的に十分に点検を行い、
万一の際に確実に役立つようにしておいてください。

• ROPSが破損した場合は新しいものに交換してくださ
い。修理したり改造しての使用はしないでください。

• トロが取り付けたキャブは ROPS を兼ねています。
• 運転時には必ずシートベルトを着用してください。

• 運転するときには必ずROPS横転保護バーを運転
位置に立て、シートベルトを着用してください。

• どうしても必要なわずかの時間以外には ROPS を
降ろさないでください。。ROPS を下げた状態で乗
車する時にはシートベルトをしないでください。

• ROPS を折りたたんでしまうと、転倒時に安全保護
ができなくなることを十分認識してください。

• 作業場所を必ず事前に確認してください。法面、
段差、水などがある現場では、必ず ROPS を立
てて運転してください。

• 斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは
重大な人身事故につながります。斜面での安全運
転はオペレータの責任です。どんな斜面であって
も、通常以上に十分な注意が必要です。

• 斜面については、実地の測定を含めてオペレータ
自身が調査を行い、安全に作業ができるかどうか
を判断してください。この調査においては、常識を
十分に働かせてください。

• 以下に掲載している斜面での運転上の注意点やそ
の場合の天候条件および場所の条件などを良く
読み、作業日当日の現場のコンディションが作業
に適当かどうか判断してください。同じ斜面上で
あっても、地表面の条件が変われば運転条件が
変わります。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。急に
方向を変えたり急な加速やブレーキ操作をしない
でください。旋回は速度を落としてゆっくりと行って
ください。

• 走行、ステアリング、安定性などに疑問がある場合
には運転しないでください。

• 隠れた穴、わだち、盛り上がり、石などの見えな
い障害は、取り除く、目印を付けるなどして警戒

してください。深い芝生に隠れて障害物が見えな
いことがあります。不整地では機体が転倒する可
能性があります。

• ぬれ芝、急斜面など滑りやすい場所で運転すると
滑って制御できなくなる危険があります。駆動力を
失うと、スリップを起こしたりブレーキや舵取りがで
きなくなる恐れがあります。

• 段差、溝、盛り土、水などの近では安全に十二分
の注意を払ってください。万一車輪が段差や溝に
落ちたり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時に
転倒し、非常に危険です。必ず安全距離を確保
してください。

• 斜面に入る前に、安全の判断をしてください。乗用
の刈り込み機械で斜面を刈り込むことに危険が感じ
られる場合は歩行型の機械をお使いください。

• 斜面では可能なかぎりカッティングユニットを地表
面まで下げておいてください。斜面上でカッティン
グユニットを上昇させると機体が不安定になる恐れ
があります。

• 集草装置などのアタッチメントを取り付けての作業
には十分な注意を払ってください。アタッチメントに
よってマシンの安定性が変わり、安全限界が変わ
る場合がありますからご注意ください。

• マシンを停止させ、キーを抜き取り、各部の動作が
完全に停止したのを確認してから運転位置を離れ
る。調整、整備、洗浄、格納などは、機体が十
分に冷えてから行ってください。

• 火災を防ぐために、カッティングから草やゴミを取り
除きます。

• カッティングユニットを上昇位置にして機械から離れ
る場合、ロック装置がある場合には、必ずユニッ
トをロックしてください。

• 閉めきった場所に本機を格納する場合は、機械が
十分冷えていることを確認してください。

• 格納保管中やトレーラで輸送中は、キーを抜き取っ
ておいてください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、絶対に機械
の保管格納をしないでください。

• 必要に応じてシートベルトの清掃と整備を行って
ください。

バババッッッテテテリリリーーー充充充電電電器器器ののの安安安全全全確確確保保保

概概概要要要

警警警告告告火災と感電の危険バッテリーには整備可能な部
分はない。

• 使用している電源とチャージャの電圧仕様が一致し
ていることを確認すること。

• 湿度の高い場所で充電しないこと雨や雪の当たる
場所を避けること。
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• Toroが発売していない、または推奨していないアク
セサリを使用すると、火災、感電その他の人身事
故が起こる恐れがある。

• バッテリーの爆発事故を防止するために、チャー
ジャの近くで使用する機器については以下の注意
を必ずお守りください。

• バッテリーを充電しすぎると爆発性のガスが発生
する場合がある。

• バッテリーの整備や交換については、Toro 正規
ディストリビュータに相談すること。

トトトレレレーーーニニニンンングググ

• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶
対にチャージャの操作や整備をさせないでくださ
い地域によっては機械のオペレータに年齢制限を設
けていることがありますのでご注意ください。オー
ナーは、オペレータ全員にトレーニングを受講さ
せる責任があります。

• ご使用になる前に全部の注意事項に目を通し、
チャージャの取り扱いに際してはそれらの注意事項
を必ず守ってください。充電器の正しい使用方法
に慣れてください。

運運運転転転ののの前前前ににに

• 充電中は周囲に人、特に子供を近づけないでく
ださい。

• 充電器はこのオペレーターズマニュアルに指定され
ている電圧範囲内でのみ使用し、Toroが承認した
電源コードのみを使用してください。

• 適切な充電器と電源コードについては、Toro正規
代理店にお問い合わせください。

運運運転転転操操操作作作

• 凍結したバッテリーは、充電しないでください。

• コードはていねいに取り扱ってください。充電器の
電源コードを引っ張って充電器をコンセントから外し
たりしないでください。コードは熱、油、鋭利な刃
物から遠ざけて保管してください。

• 充電器はアースのついたコンセントに直接接続し
てください。アースされていないコンセントのご使
用はお控えくださいアース付きアダプタも使用しな
いでください。

• 付属のコードを改造しないでください。

• 指輪、ブレスレット、ネックレス、腕時計などの金属
製品を身に着けての作業は危険ですからおやめくだ
さい。リチウムイオンバッテリーは非常に大きなエネ
ルギーを蓄えており大火傷を負う危険があります。

• このオペレーターズマニュアルに指定されている充
電アンペア数に対応できる延長コードを使ってくださ
い。屋外で充電する場合は、屋外用の延長コード
を使ってください。

• コンセントに差し込まれている間にコードに傷が付い
た場合には、コンセントから抜きとり、弊社サービ
スディーラから代わりのコードを購入してください。

• 以下の場合はチャージャをコンセントから抜いてくだ
さい 使用していないとき、チャージャを別の場所に
移動するとき、チャージャに整備作業を施すとき。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管

• 充電器を分解しないでください。

• 整備や修理が必要になった場合には、トロ正規ディ
ストリビュータにご連絡ください。

• 感電事故を防ぐため、チャージャの保守作業や清
掃作業は必ずプラグをコンセントから抜いて行って
ください。

• 機体に貼ってある安全ラベルや説明ラベルは必要
に応じて新しいものに貼り替えてください。

• 破損したコードやプラグをチャージャに使用しないで
ください。交換用コードを入手するには、Toroの正
規代理店にお問い合わせください。

• 充電器が破損している場合は使用せず、Toroの
正規代理店にお知らせください。

保保保守守守作作作業業業時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• 運転席を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。

– 駐車ブレーキが掛かっていることを確認する。

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下降させ
る。

– マシンを停止させ、キーを抜き取る。

– 全ての動きが停止するのを待つ。

• 始動キーをつけたままにしておくと、誰でもいつでも
マシンを始動させることができ、危険です。整備作
業の前には必ずキーを抜いておいてください。

• 保守作業は、各部が十分冷えてから行ってくださ
い。

• カッティングユニットを上昇位置にして機械から離れ
る場合、ロック装置がある場合には、必ずユニッ
トをロックしてください。

• 可能な限り、マシンを作動させながらの整備はしな
でください。可動部に近づかないでください。

• 機体の下で作業する場合には、必ずジャッキスタン
ドで機体を確実に支えてください。

• 電気システムの高電圧コンポーネントを保守する場
合は、必ず絶縁工具を使ってください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。

• 各部品が良好な状態にあること、ボルトナット類、
特にブレード取り付け用のボルト類に問題がないか
常に点検してください。

• 読めなくなったデカルは貼り替えてください。

• 機械の性能を完全に引き出し、かつ安全にお使い
いただくために、交換部品は純正品をお使いくだ

8
 



さい。他社の部品を御使用になると危険な場合が
あり、製品保証を受けられなくなる場合がありま
すのでおやめください。

• 子供や訓練を受けていない人には決してマシンの整
備をさせないでください。オーナーは、整備士全員
にトレーニングを受講させる責任があります。

• 万一、油圧オイルが体内に入ったら、直ちに専門
医の治療を受けてください。万一、油圧オイルが
体内に入った場合には、この種の労働災害に経験
のある施設で数時間以内に外科手術を受ける必要
があります。

• 油圧装置を作動させる前に、全部のラインコネクタ
が適切に接続されていること、およびラインやホー
スの状態が良好であることを確認してください。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油が高
圧で噴出しているので、絶対に手などを近づけな
いでください。

• リークの点検には新聞紙やボール紙を使ってくだ
さい。

• 油圧関係の整備を行う時は、内部の圧力を確実に
解放してください。

• マシンの整備後は、周囲の人から離れた開けた場
所でマシンをテストし、マシンが適切に動作するこ
とを確認してください。

格格格納納納保保保管管管時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• 駐車ブレーキがかかっていることを確認し、マシン
の電源を切り、キーを取り外し、全ての動きが止
まるのを待ってから運転席を離れてください。調
整、整備、洗浄、格納などは、機体が十分に冷え
てから行ってください。

• 裸火、火花、または種火のある場所にマシンを
保管しないでください。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decal106-9206

106-9206

1. ホイールトルクの規定値

2. 参照オペレーターズマニュアル。
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decal108-2073

108-2073

1. 警告ROPS を下げた状態では、ROPS による安全保護は
機能しない。

2. 横転事故の際の怪我や死亡を防止するため、必ず ROPS を
立ててロックし、シートベルトを着用して運転すること。どうし
ても必要なとき以外には ROPS を下げないことROPS を下げ
た状態で乗車する時にはシートベルトを着用しないこと。

3. オペレーターズマニュアルを読むこと運転はゆっくり慎重に。

decal133-8061

133-8061

decal139-6215

139-6215

1. 警告オペレーターズマニュ
アルを読むこと。使用する
前に全員がトレーニングを
受けること。

5. 手足や指の切断の危険 可
動部に近づかないことすべ
てのガード類を正しく取り付
けて使用すること。

2. 警告車両を離れるときは駐
車ブレーキを掛け、マシン
を停止し、キーを抜くこと。

6. 転倒の危険下り坂ではカッ
ティングユニットを下げてお
くこと旋回は低速で行うこ
と高速走行中に急旋回し
ないこと。

3. 警告 聴覚保護具を着用の
こと。

7. 警告運転時は必ずシートベ
ルトを着用すること。

4. 異物が飛び出す危険人を
近づけないこと。

decal140-1460

140-1460

1. 前進するにはペダルを前方
に踏み込む。

3. ハンドルのチルト調整はチ
ルトレバーを踏み込んで行
う。

2. 後退するにはペダルを後方
に踏み込む。
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decal144-0275

144-0275

1. バッテリーは可燃物質

decal144-0277

144-0277

1. プラス端子 4. 不適切な方法で廃棄しな
いこと。

2. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

5. 火のそばに置かないこと。

3. バッテリーはリサイクルす
ること。

decal144-3952

144-3952
注注注 この機械は、業界で推奨される最大傾斜角度を用いた前後方
向および左右方向の標準安定試験に合格しており、使用を認めら
れる法面の最大角度がデカルに記載されています。斜面で運転す
る場合の条件や注意点について、また、特殊な天候や場所条件の
もとでこの機械を使用することができるかどうかを判断する方法につ
いて、オペレーターズマニュアルで確認してください。同じ斜面上で
あっても、地表面の条件が変われば運転条件が変わります。

1. オペレーターズマニュアル
をお読みください。

5. 転倒の危険 16度を超える
斜面では横方向に刈らない
こと16度以上の斜面では上
下方向にも刈らないこと。

2. 転倒の危険 13度を超える
斜面では横方向に刈らない
こと13度以上の斜面では上
下方向にも刈らないこと。

6. 転倒の危険 17度を超える
斜面では横方向に刈らない
こと17度以上の斜面では上
下方向にも刈らないこと。

3. 転倒の危険 14度を超える
斜面では横方向に刈らない
こと14度以上の斜面では上
下方向にも刈らないこと。

7. 転倒の危険 18度を超える
斜面では横方向に刈らない
こと18度以上の斜面では上
下方向にも刈らないこと。

4. 転倒の危険 15度を超える
斜面では横方向に刈らない
こと15度以上の斜面では上
下方向にも刈らないこと。

8. 転倒の危険 19度を超える
斜面では横方向に刈らない
こと19度以上の斜面では上
下方向にも刈らないこと。

decal144-7008

144-7008

1. 警告整備を開始する前に、バッテリー遮断スイッチを OFF
にすること。
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decal147-0287

147-0287

1. 2.82-3.16 N·m (25-28 in-lb) にトルク締めする。

decal147-2074

147-2074

1. Off 7. 駐車ブレーキ
2. ON 8. Off
3. クルーズコントロール 9. 引き上げると刈り込み刃が

作動。

4. On 10. 押し込むと刈り込み刃が停
止。

5. Off 11. デッキ下降

6. ON 12. デッキ上昇

decal161-2443

161-2443

1. 充電に関する情報につい
ては、取扱説明書を読む
こと。

2. 警告 - 1) キーをOFF位置
に回す。 2) 電源コードを
差し込む。 3) 電源コード
を抜く。 4) キーをON置に
回す。

decal161-2468

161-2468

1. 注意 -手動で駐車ブレーキ
を解除する方法

2. オペレーターズマニュアル
を読むこと。マニュアル保
管チューブからハンドルを
取り外し、そのハンドルを
使って駐車ブレーキの操作
を行う。
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decal145-5301

145-5301

1. バッテリーのマイナス端子

decal145-5338

145-5338

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。 4. 感電の危険このバッテリーは整備不要。
2. 警告バッテリーを開けないこと。破損したバッテリーを使用

しないこと。
5. 感電の危険性

3. 爆発の危険火花や炎に近づけないこと。

decal161-2469

161-2469

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。 6. アクスルオイル

2. 8 運転時間ごとに点検 7. 油脂類等
3. グリスポイント 8. 容量
4. タイヤ空気圧 9. オイル等交換間隔時間

5. 油圧作動液 10. フィルタ交換間隔時間
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – 出荷用コンテナから機体を下ろします。

後車輪 2
ワッシャ小 2
ワッシャ大 2
ボルト (⅝ x 1¼") 2
ダストキャップ 2

2
ねじ山用のロッキングコンパウンド

後タイヤを取り付けます。

3 必要なパーツはありません。 – 前タイヤを取り外す。

右昇降アーム 1
左昇降アーム 1
大きいピン 2
ボルト5/16 x 1" 2
ナット (5/16 x 1”) 2
ナット⅜" 2
小さいピン 2
ボルト⅜" x 1¼" 2

4

グリスフィッティング 2

昇降アームアセンブリを取り付ける。

5 必要なパーツはありません。 – 前タイヤを取り付けます。

固定ブラケット 1
ボルト⅜" x 3¼" 26
ナット⅜" 2

タイダウンブラケットを取り付ける。

7 運転席キット別売弊社代理店にご相談く
ださい

1 運転席を取り付けます。

ハンドル 18 カバー 1 ハンドルを取り付けます。

バンパー 1
ボルト⅜" x 2¾" 2
ボルト⅜" x 3¼" 49
ナット⅜" 6

バンパーを取り付ける。

10 必要なパーツはありません。 – ROPSの位置を調整します。

11 カッティングユニット(別売。Toro認定代
理店にご相談ください) 1 カッティングユニットを取り付けます。

12 延長電源コード 1
この作業は、電源への接続に延長コード
フライングリードコードが必要となる場合
にのみ行います。

13 電源コード別売弊社代理店にご相談く
ださい

1 マシンを充電します。
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

14 必要なパーツはありません。 – 油圧オイルの量を点検する。

15 必要なパーツはありません。 – タイヤ空気圧を点検する。

運転音デカル 116 斜面デカル 1
運転音と斜面のデカルを取り付ける
(CE/UKCA規制国のマシンの場合)。

17 ウエイト (必要数は搭載バッテリー数に
よって異なります) 後部ウェイトを取り付けます。

18 エネルギー拡張キット(別売。Toro認定
代理店にご相談ください)

エネルギー拡張キットを取り付けるオプ
ション。

1
出出出荷荷荷用用用コココンンンテテテナナナかかかららら機機機体体体ををを下下下
ろろろすすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 後輪のハブをパレットに固定しているねじを外す。
2. 出荷台から後輪を外す。

3. ROPS を上げる ROPSを立てる (ページ 30)を
参照。

4. ROPSバーの上辺中央部を使ってホイストで機
体を吊り上げる。

5. 機体下部にある出荷用のスキッドを外す。

6. 機体後部の機体の後側を浮かす場合 (ページ 43)
に示す位置にジャッキスタンドを2台配置する。

7. ジャッキスタンドの上に機体を下ろす。

2
後後後タタタイイイヤヤヤををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 後車輪

2 ワッシャ小

2 ワッシャ大

2 ボルト (⅝ x 1¼")

2 ダストキャップ

ねじ山用のロッキングコンパウンド

手手手順順順
1. アクスルスピンドルまたはホイールハブから出荷
用のブラケットを外してブラケットを廃棄する。

2. クレートに入っているタイヤを取り出す。タイヤを
固定していたボルト 2 本⅝" x 1¼"と大きなワッ
シャは保管すること。

3. アクスルスピンドルの雌ネジにネジロック剤を塗
布します (図 3)。
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g312833

図図図 3

1. アクスルスピンドル 5. ボルト (⅝ x 1¼")
2. タイヤ 6. ダストキャップ

3. ワッシャ小 7. ボルトにロッキングコンパ
ウンドを塗布する。

4. ワッシャ大

4. 小ワッシャ、大ワッシャ、ボルト⅝" x 1¼"を使用し
てアクスルスピンドルにホイールを固定する図 3。

5. ボルトを 203 N∙m (37 kg.m = 150 ft-lbにトルク
締めする。

6. ホイールにダストキャップを取り付ける図 3。

3
前前前タタタイイイヤヤヤををを外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

注注注 この作業は、昇降アームを正しく取り付けるために
必ず行う必要があります。

1. ホイールラグナットをゆるめて外す図 4。

g432922

図図図 4

1. ホイールハブ 3. ラグナット

2. タイヤ

2. ホイールをホイールハブから取り外す(図 4)。
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4
昇昇昇降降降アアアーーームムムアアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 右昇降アーム

1 左昇降アーム

2 大きいピン

2 ボルト5/16 x 1"

2 ナット (5/16 x 1”)

2 ナット⅜"

2 小さいピン

2 ボルト⅜" x 1¼"

2 グリスフィッティング

手手手順順順

注注注 昇降アームの取り付けは、必要に応じて 2 人で行ってください。
1. 出荷用スキッドから昇降アームを取り出す。

2. 大きいピン 2本を使用して昇降アームをマシンのフレームに取り付ける図 5。

g432917

図図図 5

1. グリスフィッティング 3. 昇降アーム
2. 大きいピン

3. 大きいピンにグリスフィッティングを取り付ける図 5。
4. ナット (5/16") 2個とボルト (5/16 x 1") 2本を使って、大きいピンをフレームに固定する(図 6)。
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g432918

図図図 6

1. ナット 3. 大きいピン
2. ボルト

5. 以下の手順で、昇降アームに昇降シリンダを取り付ける

A. ディスプレイ画面で、カウンターバランス設定がOFFになっていることを確認する。
B. ポンチを使って、シリンダロッドの穴と昇降アームの穴を揃える図 7。

注注注 穴をそろえるにはアームを完全に上昇させてください。

g432920

図図図 7

1. ボルト⅜" x 1¼" 3. シリンダロッド

2. 小さいピン 4. ナット⅜"

C. ボルト⅜" x 1¼"2本、ナット⅜"2個、小さいピン 2本を使用して、昇降アームをシリンダに固定する図 7。
6. アタッチメントピンジョイントと昇降アームピンジョイントにグリスを注入する ベアリングとブッシュのグリス

アップ (ページ 44)を参照。
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5
前前前タタタイイイヤヤヤををを取取取りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 先ほど外したラグナットを使って、タイヤをホイー

ルハブに固定する図 8。

g432922

図図図 8

1. ホイールハブ 3. ラグナット

2. タイヤ

2. ラグナットをトルク締めする ホイールナットのトル
ク締めを行う (ページ 50)を参照。

6
タタタイイイダダダウウウンンンブブブラララケケケッッットトトををを取取取りりり付付付
けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 固定ブラケット

2 ボルト⅜" x 3¼"

2 ナット⅜"

手手手順順順

ロープ掛けブラケットをプラットフォームに取り付けるボ
ルト⅜" x 2¼"3本とナット ⅜"2個を使用する図 9。

g299562

図図図 9

1. 固定用ブラケット 3. ナット

2. ボルト

7
運運運転転転席席席ををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 運転席キット別売弊社代理店にご相談ください

手手手順順順

運転席を取り付ける運転席キットの 取り付け要領書
を参照。

8
ハハハンンンドドドルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ハンドル

1 カバー

手手手順順順
1. 出荷台からハンドルを外す。図 10
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g307379

図図図 10

1. カバー 4. ハンドル

2. ナイロックナット 5. ウレタン製カラー

3. ワッシャ

2. ステアリングシャフトからナイロックナットとワッ
シャを外す。

注注注ステアリングシャフトについているウレタン製の
カラーは外さないでください図 10。

3. ハンドルとワッシャをステアリングシャフトにはめ
込む (図 10)。

4. ナイロックナットでハンドルをステアリングシャ
フトに固定する。ナイロックナットを 27-35 N·m
2.8-3.6 kg.m = 20-26 ft-lbにトルク締めする。

5. ハンドルにカバーを取り付ける(図 10)。

9
バババンンンパパパーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 バンパー

2 ボルト⅜" x 2¾"

4 ボルト⅜" x 3¼"

6 ナット⅜"

手手手順順順
1. 出荷用スキッドからバンパーを取り出す。

2. 後部バッテリートレイをフレームに固定している
ボルト (⅜ x 2¾") 2本とナット (⅜") 2個を取り外
して保管する (図 11)。

g477675

図図図 11

1. ナット(⅜" 2. ボルト⅜ x 2¾"

3. バンパーの上部を機体フレームに仮止めするボ
ルト⅜" x 3¼"4本とナット⅜"4個で図 12のように
取り付ける。
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g477678

図図図 12

1. ボルト⅜" x 3¼" 3. ボルト⅜" x 2¾"
2. バンパー

4. バンパーを機体フレームの下に仮止めするボル
ト⅜" x 2¾"2本とナット⅜"2個で図 12のように取
り付ける。

5. ボルト類を本締めする。

10
ROPSののの位位位置置置ををを調調調整整整すすするるる
必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

ROPS を上げる ROPSを立てる (ページ 30)を参照。

11
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを取取取りりり付付付
けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 カッティングユニット(別売。Toro 認定代理店にご相
談ください)

手手手順順順

カッティングユニットを取り付ける以下の手順で行う
が、詳細については各カッティング ユニットのオペレー
ターズマニュアルを参照。

1. 一人が運転席に座ってキーを ON にしてアタッ
チメントの昇降スイッチで昇降アームを降下させ
る操作を行い、もう一人が手で昇降アームを押
し下げる。

2. 昇降アームの穴にアタッチメントの穴を合わせ
るカッティングユニットの オペレーターズマニュ
アルを参照。

3. カッティングユニットのコネクタをマシンのコネク
タに接続するカッティングユニットのオペレーター
ズマニュアルを参照。
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12
延延延長長長電電電源源源コココーーードドドへへへのののプププラララグググののの
取取取りりり付付付けけけ

必必必要要要ななな場場場合合合のののみみみ行行行ううう作作作業業業

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 延長電源コード

手手手順順順

マシンの充電に延長コード (図 13)が必要となる場合
は、この作業を行ってださい。

g473358

図図図 13
延長電源コード

1. 以下の仕様のプラグを入手する。

• 最小定格電流16 A
• 定格250 V

2. プラグのメーカーの取り付け手順に従ってプラ
グを取り付ける。

ワイヤの色と対応回路については、次の表を参照

ワワワイイイヤヤヤののの色色色 回回回路路路

緑 アース

白 ニュートラル

黒 ライン

13
マママシシシンンンををを充充充電電電すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 電源コード別売弊社代理店にご相談ください

手手手順順順
1. 国の使用基準に合う適切な電源コードについて

は、Toro認定代理店に問おい合わください。
2. マシンを充電する; リチウムイオンバッテリーの充
電について (ページ 38)を参照。

14
油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

ブレーキオイルの量を点検する 油圧オイルの量を点検
する (ページ 52)を参照。

15
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検する (ペー
ジ 28)を参照。
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16
運運運転転転音音音デデデカカカルルルととと斜斜斜面面面デデデカカカルルルののの
取取取りりり付付付けけけ

CE/UKCA規規規制制制国国国のののマママシシシンンンののの場場場合合合

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 運転音デカル

1 斜面デカル

手手手順順順
CE/UKCA規格に準拠する国でこのマシンを使う場合
は、運転音デカルと斜面デカルを貼付してください

• 運運運転転転音音音デデデカカカルルル以下の手順で取り付けます

1. 次の表を使って、カッティングユニットおよび
カッティングユニットのブレードに貼り付けるべ
き運転音デカルを選ぶ。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
のののモモモデデデルルル番番番号号号

ブブブレレレーーードドドのののパパパーーーツツツ番番番
号号号

運運運転転転音音音デデデカカカルルル

145-1114または
147-2082

97 db

31890
145-1115または
145-1116

102 db

145-1114または
147-2082

97 db

31891
145-1115または
145-1116

102 db

2. シリアルプレートの近くに図 14に示すように
貼り付ける。

• 斜斜斜面面面デデデカカカルルル以下の手順で取り付けます

1. 次の表で、貼り付けるべきデカルを選択す
る。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
のののモモモデデデルルル番番番号号号

取取取りりり付付付けけけららられれれててていいいるるる
バババッッッテテテリリリーーーののの総総総数数数

斜斜斜面面面デデデカカカルルル*

11 または 13 C31890 または
31891 15 または 17 C

*このオペレーターズマニュアルに記載されている所定数のリア
ウェイトを搭載することにより、斜面に関わる安全基準を満たし
ます。

2. 必要な斜面デカルを貼り付け、残りのデカ
ルは廃却する。

3. 図 14に示すように、警告デカルの所定領域
に貼り付ける。

重重重要要要図図図 14ににに示示示すすす貼貼貼りりり付付付けけけ場場場所所所にににごごごみみみややや水水水分分分がががななないいい
ここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

g469247

図図図 14

1. 斜面デカル 3. 銘板
2. 警告デカル 4. 運転音デカル

17
後後後部部部ウウウェェェイイイトトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

ウエイト (必要数は搭載バッテリー数によって異なります)

手手手順順順

マシンは2つのウエイト (19 kg ) を取り付けた状態で出
荷されています。バッテリーを 11 個搭載している場
合や、または13個のバッテリーを搭載する予定の場
合は、以下の要領で 2 つのウェイトをバンパーに追
加します。

注注注 15個または17個のバッテリーを搭載する場合につ
いては、エネルギー拡張キットの取り付け説明書を
参照してください。

1. ウェイトロック棒図 15をバンパーに固定している
金具をゆるめる。
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g470789

図図図 15

1. ウェイトロック棒 3. ウェイト

2. ナット

2. 図 15に示すように、バンパーに2つのウェイト
を追加する。

3. ウェイトロック棒の固定金具図 15を締めてウェイ
トをバンパーに固定する。

18
エエエネネネルルルギギギーーー拡拡拡張張張キキキッッットトトののの取取取りりり
付付付けけけ

オオオプププシシショョョンンン

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

エネルギー拡張キット(別売。Toro認定代理店にご相
談ください)

手手手順順順

マシンの用途によっては、エネルギー拡張キットを取り
付けて、トラクションユニットに搭載するバッテリーの数
を増やすことが必要となります。これらのキットについ
ては、Toro正規代理店にお問い合わせください。

注注注 エネルギー拡張キットを取り付けると、マシンの後
部ウェイトの調整が必要になる場合があります。キット
の取り付け説明書を参照してください。

製製製品品品ののの概概概要要要

g368899

図図図 16

1. カッティングユニット別売 6. ROPS バー
2. 走行ペダル 7. フード/バッテリーコンパー

トメント

3. ハンドル 8. 充電ポート
4. コンソール 9. 電源コード
5. 運転席

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

走走走行行行ペペペダダダルルル

マシンの前進走行と後退走行を行います。

• 前前前進進進走走走行行行: つま先でペダル上部を踏み込む。
• 後後後退退退走走走行行行: つま先でペダル下部を踏み込む。

走行ペダルから足を離すと、ペダルはニュートラル位置
に戻り、駐車ブレーキがかかります。

注注注かかとを運転台の上に置き、つま先でペダルを操
作すると安定した運転ができます。
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g219608

図図図 17

1. チルトステアリングレバー 2. 走行ペダル

チチチルルルトトトススステテテアアアリリリンンングググレレレバババーーー

ハンドルを引き寄せたい場合には、チルトステアリング
レバーを踏み込んでステアリングタワーを手前に傾けて
ください。ハンドルがちょうど良い角度になったら、レ
バーから足を離します。

コココンンンソソソーーールルル

コンソール上の機器図 18については次項を参照してく
ださい。

g369002

図図図 18

1. ディスプレイ画面 5. USB ポート
2. ディスプレイ画面のボタン 6. カッティングユニット昇降ス

イッチ

3. クルーズコントロールスイッ
チ

7. 非常ブレーキスイッチ

4. PTO スイッチ 8. 始動キー

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト昇昇昇降降降スススイイイッッッチチチ

カッティングユニットを最高位置すなわち移動走行位
置に上げたり、最低位置すなわち作動位置に降ろした
りするスイッチです。

• カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを上上上げげげるるるスイッチの後部を押
します。

• カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを下下下げげげるるるスイッチの前部を押
します。

現場から現場へ移動する時には、移動走行位置にして
ください。マシンを使わないときは、カッティングユニッ
トを作動位置に下げておいてください。

PTO スススイイイッッッチチチ
• カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを作作作動動動さささせせせるるる スイッチを引き
上げる。

• カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを停停停止止止さささせせせるるるスイッチを押し下
げる。

カッティング ユニットが作動位置にあり、刈り込みを開
始する準備ができているとき以外は、カッティングユ
ニットを動作させてはいけません。

注注注 PTOスイッチがONのときに運転席から離れると、マ
シンは自動的に停止します。

キキキーーースススイイイッッッチチチ

キースイッチには、OFFとONの2つの位置があります。
このスイッチで、マシンの起動や停止 [始動手順 (ペー
ジ 34)またはマシンの停止手順 (ページ 35)を参照] と、
ディスプレイ画面の情報確認 [ディスプレイ画面の情報
について (ページ 30)を参照 ] をすることができます。

非非非常常常ブブブレレレーーーキキキスススイイイッッッチチチ

ブレーキが効かなくなるなど緊急の場合は非常ブレー
キスイッチを使ってください。スイッチ上部のタブ (図
19) を後ろにスライドさせてから、スイッチの前部を
押すとブレーキがかかり、スイッチの後部を押すとブ
レーキが解除されます。

g466740

図図図 19

クククルルルーーーズズズコココンンントトトロロローーールルルスススイイイッッッチチチ

クルーズコントロールスイッチはマシンの走行速度を一
定に保持します。スイッチをセンター位置にするとク
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ルーズコントロールが ON になります。スイッチを前に
押すと速度設定になります。スイッチを後方に押すとク
ルーズコントロールが解除されます。

注注注走行ペダルの下側を踏み込んでも、クルーズ コント
ロールが解除されます。クルーズコントロールを作動さ
せると、ディスプレイ画面でクルーズ速度を変更でき
るようになります。

USBポポポーーートトト

USB ポートは、モバイル機器などの電源としてご利
用ください。

デデディィィスススプププレレレイイイ画画画面面面

ディスプレイ画面は、マシンの運転状態、故障診断な
どの情報を表示します。

詳細はディスプレイ画面の情報について (ページ 30) を
参照してください。

デデディィィスススプププレレレイイイ画画画面面面のののボボボタタタンンン

表示画面の切り替え、メニューの選択、およびマシ
ン設定などを行います。

26
 



仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があります。

g433427

図図図 20

内内内容容容 図図図 20記記記号号号 寸寸寸法法法まままたたたははは重重重量量量

高さROPS を立てた状態 D 200 cm

高さROPS を下げた状態 C 111 cm

搭載したアタッチメントを含む G 最大 330 cm
全長

トラクションユニットのみ I 最大 262 cm

カッティングユニット付 モデル31980 168 cm全幅カッティングユニット装着時

カッティングユニット付 モデル31981
B

198 cm

ホイールベース長さ E 132 cm

前輪トレッド幅 A 132 cm

後輪トレッド幅 122 cm

地上高 20 cm

重量 1,012 kg

*モデル31891カッティングユニット、エアライドシート、バッテリー 15個、リアウェイト 1個を装備したトラクションユニット。
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電電電気気気系系系統統統ののの仕仕仕様様様

バッテリーの数 11個 (標準装備数。13、15、または 17個を装備可能)

定格電圧 最大61.5VDCで公称使用量55.3VDC

439.6 (バッテリー11個)

519.6 (バッテリー13個)

599.6 (バッテリー15個)
アンペア時

679.5 (バッテリー17個)

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ
トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそろっており、マシンの機能をさらに広げることができます。詳
細は弊社の正規サービスディーラ、または代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト www.Toro.com でも
すべての認定アタッチメントとアクセサリをご覧になることができます。

機械の性能を完全に引き出し、かつ安全にお使いいただくために、交換部品やアクセサリは純正品をお使い
ください。他社の部品やアクセサリを御使用になると危険な場合があり、製品保証を受けられなくなる場合が
ありますのでおやめください。

運運運転転転操操操作作作

運運運転転転ののの前前前ににに

毎毎毎日日日ののの整整整備備備作作作業業業ををを実実実施施施すすするるる
毎日の運転前に、保守 (ページ 41)に記載されている
「使用ごと/毎日の典型整備」を行ってください。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧仕仕仕様様様

• 前タイヤ138 kPa1.4 kg/cm2 = 20 psi
• 後タイヤ193 kPa2.0 kg/cm2 = 28 psi

危危危険険険
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ががが不不不足足足すすするるるととと、、、斜斜斜面面面ででで機機機体体体ががが不不不安安安定定定
ににになななりりり、、、転転転倒倒倒なななどどど、、、生生生命命命ににに関関関わわわるるる重重重大大大ななな人人人身身身事事事
故故故ををを起起起こここしししやややすすすくくくなななるるる。。。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ははは規規規定定定値値値以以以下下下ににに下下下げげげてててはははななならららななないいい。。。

前後のタイヤとも規定値に調整してください。必要に
応じタイヤに空気を入れるか抜くかして適正圧に調整
してください。

重重重要要要 マママシシシンンンののの性性性能能能ををを適適適切切切ににに発発発揮揮揮さささせせせ、、、まままたたた質質質ののの高高高いいい
刈刈刈りりり込込込みみみををを実実実現現現すすするるるたたためめめににに、、、すすすべべべてててのののタタタイイイヤヤヤののの空空空気気気圧圧圧
ををを正正正しししくくく維維維持持持しししてててくくくだだださささいいい。。。

運運運転転転ををを行行行ううう前前前ににに、、、全全全部部部のののタタタイイイヤヤヤののの空空空気気気圧圧圧ををを調調調整整整しししてててくくく
だだださささいいい。。。

g001055

図図図 21

安安安全全全イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムののの動動動
作作作ををを確確確認認認すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

安全インタロックシステムにより、オペレータが運転席
に座っていない限りマシンを動作させることができない
ようになっています。また、オペレータが運転席に座っ
ており、アタッチメント (カッティング ユニットなど)が下
降にある時以外には PTO スイッチをON位置にしても
PTO を作動させないようになっています。

運転中に運転席から離れると、マシンは停止します。
次の場合はPTOが解除されます。
• 運転席に人がいない。

• アタッチメントが上限まで上がっている。

• PTO スイッチがOFF位置にある。
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注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを取取取りりり
外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいいこここととと。。。

• イイインンンタタターーーロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを毎毎毎日日日確確確認認認ししし、、、
損損損傷傷傷しししててていいいるるる場場場合合合はははマママシシシンンンををを運運運転転転すすするるる前前前にににススス
イイイッッッチチチををを交交交換換換すすするるるこここととと。。。動動動作作作確確確認認認ははは、、、周周周囲囲囲ににに
人人人がががいいいななないいい広広広いいい場場場所所所ででで行行行ううう。。。

1. 運転席に座り、PTOスイッチをOFFの位置にし
て、走行ペダルから足を放す。

2. キースイッチを ON位置にする。マシンが起動し
たら、ステップ3に進む。

重重重要要要 マママシシシンンンのののデデディィィスススプププレレレイイイががが作作作動動動しししててていいいるるるのののににに油油油
圧圧圧ポポポンンンプププのののモモモーーータタタががが作作作動動動しししななないいい場場場合合合ははは、、、イイインンンタタターーー
ロロロッッックククシシシススステテテムムムののの故故故障障障ががが考考考えええららられれれままますすす。。。そそそののの場場場合合合
はははトトトロロロ社社社代代代理理理店店店ににに連連連絡絡絡しししてててくくくだだださささいいい。。。

3. マシンの電源が入ったた状態で、運転席から立
ち上がる。油圧ポンプ モーターが 3秒後に停止
すれば正常。油圧ポンプのモーターが停止した
ら運転席に座り、アタッチメントを上げてステッ
プ4に進む。

重重重要要要油油油圧圧圧ポポポンンンプププのののモモモーーータタタががが停停停止止止しししななないいい場場場合合合ははは、、、
イイインンンタタターーーロロロッッックククシシシススステテテムムムののの故故故障障障ががが考考考えええららられれれままますすす。。。
そそそののの場場場合合合はははトトトロロロ社社社代代代理理理店店店ににに連連連絡絡絡しししてててくくくだだださささいいい。。。

4. マシンの電源が入った状態で、アタッチメントを地
表面まで降下させ、PTOスイッチをON位置にす
る。アタッチメントが作動すれば正常。アタッチメ
ントが作動した場合は、ステップ5に進む。

重重重要要要 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトががが作作作動動動しししななないいい場場場合合合ははは、、、イイインンン
タタターーーロロロッッックククシシシススステテテムムムののの故故故障障障ががが考考考えええららられれれままますすす。。。そそそののの
場場場合合合はははトトトロロロ社社社代代代理理理店店店ににに連連連絡絡絡しししてててくくくだだださささいいい。。。

5. アタッチメントを動作させた状態で、カッティング
ユニット上昇スイッチを押し続け、アタッチメント
を上限まで上昇させる。アタッチメントがすぐに
停止すれば正常。

重重重要要要 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトががが停停停止止止しししななないいい場場場合合合ははは、、、イイインンン
タタターーーロロロッッックククシシシススステテテムムムののの故故故障障障ががが考考考えええららられれれままますすす。。。そそそののの
場場場合合合はははトトトロロロ社社社代代代理理理店店店ににに連連連絡絡絡しししてててくくくだだださささいいい。。。

6. マシンの電源が入った状態で PTO スイッチを
OFF位置にし、運転席から立ち上がって油圧ポ
ンプ モータが停止したら、走行ペダルを踏む。マ
シンが走り出さなければ正常。

重重重要要要マママシシシンンンががが走走走行行行すすするるる場場場合合合ははは、、、イイインンンタタターーーロロロッッックククシシシ
ススステテテムムムののの故故故障障障ががが考考考えええららられれれままますすす。。。そそそののの場場場合合合はははトトトロロロ
社社社代代代理理理店店店ににに連連連絡絡絡しししてててくくくだだださささいいい。。。

ROPSををを調調調整整整すすするるる
警警警告告告

マママシシシンンンががが転転転倒倒倒すすするるるととと死死死亡亡亡ををを含含含むむむ重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故
ににになななるるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

• ROPSははは常常常時時時立立立てててたたた位位位置置置にににロロロッッックククしししててておおおくくくこここととと。。。
• シシシーーートトトベベベルルルトトトををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

警警警告告告
ROPS ををを下下下げげげたたた状状状態態態でででははは、、、ROPS ににによよよるるる安安安全全全保保保
護護護ははは機機機能能能しししななないいい。。。

• 不不不整整整地地地ややや斜斜斜面面面ををを走走走行行行すすするるる時時時にににははは、、、必必必ずずずROPS
横横横転転転保保保護護護バババーーーををを立立立てててててておおおくくくこここととと。。。

• どどどうううしししてててももも必必必要要要ななな時時時以以以外外外にににははは ROPS ををを下下下げげげななな
いいいこここととと。。。

• ROPS ををを下下下げげげたたた状状状態態態ででで乗乗乗車車車すすするるる時時時にににはははシシシーーートトトベベベ
ルルルトトトをををしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• 運運運転転転はははゆゆゆっっっくくくりりり慎慎慎重重重にににおおおこここなななうううこここととと。。。
• 頭頭頭上上上ののの障障障害害害物物物がががなななくくくなななっっったたたららら直直直ちちちににに ROPS ををを
立立立てててるるるこここととと。。。

• 頭頭頭上上上ののの安安安全全全木木木ののの枝枝枝、、、門門門、、、電電電線線線なななどどどににに注注注意意意ししし、、、
こここれれれらららににに機機機械械械ややや頭頭頭をををぶぶぶつつつけけけななないいいよよようううににに注注注意意意すすす
るるるこここととと。。。

ROPSををを下下下げげげるるる
重重重要要要 どどどうううしししてててももも必必必要要要ななな時時時以以以外外外にににははは ROPS ををを下下下げげげななな
いいいこここととと。。。

1. マシンを平らな場所に駐車し、駐車ブレーキがか
かっていることを確認し、カッティングユニットを下
げ、マシンの電源を切り、キーを取り外す。

2. 機体の左右で保護バーからコッターピンとピンを
抜き取る(図 22)。

3. ホッパーを倒して、ピンとコッターピンで固定す
る図 22。
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g433601

g034164

図図図 22

ROPSををを立立立てててるるる
1. マシンを平らな場所に駐車し、駐車ブレーキが

かかっていることを確認し、カッティングユニット
を下げ、マシンの電源を切り、キーをキースイッ
チから取り外す。

2. 機体の左右で保護バーからコッターピンとピンを
抜き取る図 23。

3. ホッパーを立てて、ピンとコッターピンで固定す
る図 23。

g034168

図図図 23

デデディィィスススプププレレレイイイ画画画面面面ののの情情情報報報にににつつつ
いいいててて

g369189

図図図 24

1. ディスプレイ画面 2. ディスプレイ画面のボタン

ディスプレイ画面 (図 24) には、マシンの動作ステータ
ス、さまざまな診断、その他の情報など、マシンに関
する情報が表示されます。

• スススプププラララッッッシシシュュュ画画画面面面 (図 25): マシンの電源を入れた
後、数秒間バッテリー電圧とマシン時間メーター
が表示されます。

g466888

図図図 25

• Run 表表表示示示画画画面面面 (図 26): バッテリーの充電状態な
ど、現在のマシンの状況がアイコンで表示されま
す。アイコンの内容はディスプレイ画面のアイコン
について (ページ 33)で解説しています。
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g466887

図図図 26

• ブブブレレレーーードドドスススピピピーーードドド画画画面面面 (図 27) ボタンを押すとこ
の画面になり、 を押してカッティングユニット
のブレード速度を調整することができます。この画
面は、スマートパワーが OFF になっている時にの
みアクセスすることができます。

g467376

図図図 27

• 走走走行行行速速速度度度調調調整整整画画画面面面 (図 28) ボタンを押すとこ
の画面にアクセスできます。カッティング ユニット

が動作位置 ( ) にあるときと、カッティングユ

ニットが移動走行位置 ( ) にあるときの最大速
度を調整します。

g467375

図図図 28

• クククルルルーーーズズズコココンンントトトロロローーールルル画画画面面面 (図 29)クルーズコント
ロールが動作中に表示されますただし別のメニュー
画面の操作を行っていないとき。クルーズコントロー

ル動作中にボタン を押しても表示されます。

g467362

図図図 29

メメメニニニュュューーー項項項目目目にににつつついいいててて

メイン情報画面のとこからでも ボタンを押せば、
メインメニューにアクセスできます。

各メニューにおいてどのような内容が表示されるかは、
以下の表をご覧ください。

注注注 保護メニューで保護されます― アクセスには PIN
の入力が必要です

Main Menuメメメイイインンンメメメニニニュュューーー
メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

FAULTS不具合 最近に記録された不具合内容
を見ることができます。サービ
スマニュアルに不具合 メニュー
とその内容の詳細が解説され
ています。または弊社ディスト
リビュータにお問い合わせくだ
さい。

SERVICE整備 使用時間積算記録、動作回数
などの情報を見ることができま
す。 Service整備 (ページ 31)
の表を参照。

DIAGNOSTICS診断機能 マシンにおいて現在発生してい
る不具合やそのデータが表示
されます。これらを利用して手
早い故障探究を行うことができ
ます。特にマシンの制御装置
の ON/OFF 状態やコントロー
ルレベルセンサーの値などが
分かるので便利です。

SETTINGS設定 ディスプレイ上の構成変数をカ
スタマイズおよび変更すること
ができる。 Settings設定 (ペー
ジ 32)の表を参照。

ABOUT マシンについて モデル番号、シリアル番号、ソ
フトウェアのバージョンなどを確
認することができます。 About
マシンについて (ページ 32)の
表を参照。

Service整整整備備備
メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

HOURS マシンとPTOが同時に稼働して
いた時間、マシンの移動走行
時間、作動油と車軸油の使用
時間数を表示します。

COUNTS回数 PTO の起動回数を表示しま
す。

TOW MODE牽引モード マシンを牽引できるようにし
ます 緊急時の牽引について
(ページ 39)を参照。

走行ペダル 走行ペダルが最大前進位置、
ニュートラル位置、または最大
後進位置にあるときの電圧値
を表示走行ペダルの較正を開
始します。

Diagnostics診診診断断断
メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

走行 走行の状態を示します。

DECKデッキ カッティングユニットの状態を
示します。
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Diagnostics診診診断断断 (cont'd.)

PTO PTOシステムの状態をしま示
す。

BATTERYバッテリー バッテリーシステムの状態を示
します。

BATTERY PACKSバッテリーパッ
ク

個別バッテリーの状態を表示
します。

MOTOR CONTROLモーター制御 電動モーターやコントローラの
状態を表示します。

CAN マシンの通信バスの状態を示
します。

Settings設設設定定定
メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

UNITS単位 表示される項目の単位を選択
することができます。ヤードポ
ンド系またはメートル系から選
択します。

LANGUAGE言語 表示に使用する言語を選択す
ることができます。

BACKLIGHTバックライト 表示の明るさを調整します

CONTRASTコントラスト 表示のコントラストを調整します

PROTECTED MENUS保護項目 パスワードを入力すると見るこ
とができます。

PROTECT SETTINGS保護設
定

保護項目の保護設定を行いま
す。

SMART POWERスマートパ
ワー

Smart Power® 機能の
ON/OFF を切り替えます ス
マートパワー設定を理解する
(ページ 33)を参照。

MAX TRANSPORT移動走行時
の最高速度

カッティングユニットが移動走行
位置にあるときのマシンの最高
速度を設定します。

MAX MOW刈り込み時の最高
速度

カッティングユニットが刈り込み
位置にあるときのマシンの最高
速度を設定します。

BATT.RESERVE予備残量 バッテリー残量低下時に、充
電施設へ帰還するために必要
な残量稼働時間分を設定しま
すバッテリーの予備残量リザー
ブキャパシティの設定 (ページ
34)を参照。

COUNTERBALANCEカウンターバ
ランス

カッティングユニットの油圧シリ
ンダから供給されるカウンター
バランスの大きさを設定しま
す カウンターバランスの設定に
ついて (ページ 34)を参照。

Settings設設設定定定 (cont'd.)

AUTO IDLEオートアイドル マシンがアイドル状態のときに
油圧モータが低速設定に変わ
るまでの待機時間を設定しま
す オートアイドル設定の理解
(ページ 34)を参照。

TURNAROUND旋回 旋回モードの ON/OFF を切り
替えます 旋回モードについて
(ページ 34)を参照。

Aboutマママシシシンンンにににつつついいいててて
メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

MODEL マシンのモデル番号を表示し
ます。

SN マシンのシリアル番号を表示
します。

S/W REV マシンのソフトウェアパーツ番
号とバージョン番号を表示しま
す。

DISPLAY表示 ソフトウェアのパーツ番号とディ
スプレイのバージョン番号を表
示します。

SC1 トラクションモーターコントロー
ラーのソフトウェアパーツ番号と
バージョン番号を表示します。

SC2 ポンプモーターコントローラーの
ソフトウェアパーツ番号とバー
ジョン番号を表示します。

SC3 CU1モーターコントローラーの
ソフトウェアパーツ番号とバー
ジョン番号を表示します。

SC4 CU2モーターコントローラーの
ソフトウェアパーツ番号とバー
ジョン番号を表示します。

SC5 CU3モーターコントローラーの
ソフトウェアパーツ番号とバー
ジョン番号を表示します。

バッテリーパック 全てのバッテリーのソフトウェ
アパーツ番号とバージョン番号
を表示します。
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デデディィィスススプププレレレイイイ画画画面面面のののアアアイイイコココンンンにににつつついいいててて

各アイコンについての説明を以下の表に挙げます

デデディィィスススプププレレレイイイ画画画面面面のののアアアイイイコココンンン

次へ

上へスクロール

下へスクロール

増加

減少

メニューにアクセスします。

メニューを終了します。

設定を切り替えます。

リセット

アワーメータ

オペレーターが着席していません。

駐車ブレーキが掛かったままです

駐車ブレーキは、マシンがニュートラ
ルにある場合、またはマシンが電池
切れになった場合に自動的に作動し
ます。

ニュートラル

PTO が入っています。

PTOが解除されています。

クルーズコントロールが作動していま
す。

カッティングユニットが下降しており、
フロート位置にあります。

カッティングユニットが上昇位置にあ
ります。

高速

低速

デデディィィスススプププレレレイイイ画画画面面面のののアアアイイイコココンンン (cont'd.)

PINパスコードが入力されており、保護
メニュー項目にアクセスしたり、保護設
定を変更したりすることが可能です。

バッテリー

省エネ

走行速度またはメニュー項目がロッ
クされています。

整備時期

カウンターバランスが有効。

マシンが充電中。

マシンが充電されていません。

アアアクククセセセススス制制制限限限付付付きききメメメニニニュュューーーへへへのののアアアクククセセセ
ススス

注注注 出荷時に設定されている デフォルト PIN は 1234
です。

PIN を変更後、PIN を忘れてしまった場合には、弊社
ディストリビュータにご相談ください。

1. SETTINGS設定を選択。
2. PROTECTED MENUS保護メニューを選択。

3. PINコードを入力するには、正しい最初の桁が表
示されるまで中央のボタンを押し続け、次に右ボ
タンを押して次の桁に進みます。

4. 4桁すべてを入力したら、中央のボタンを押して
PINコードを送信する。
正しい PIN コードの場合には全部のメニュー画面
の右上に PIN アイコンが表示されます。

スススマママーーートトトパパパワワワーーー設設設定定定ををを理理理解解解すすするるる
• スマートパワーが ON刈り込み負荷が小さい時には
省電力モードで動作、負荷が大きい時にはパワー
モードで動作します。マシンの速度は自動的制御と
なって、刈り込みを最適化します。

• スマートパワーが OFFカッティングユニットのブレー
ド速度はブレード速度画面で設定した速度となり、
走行速度は自動制御されません。
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バババッッッテテテリリリーーーののの予予予備備備残残残量量量リリリザザザーーーブブブキキキャャャパパパ
シシシテテティィィののの設設設定定定

バッテリー低下時に、充電場所までマシンを自力で走
らせるのに必要な時間分単位を設定します。これによ
り、(バッテリー レベルが低くなりすぎないうちに)充電
施設へ戻るためにマシンを移動するのに十分なバッテ
リー電力を確保することができます。

カカカウウウンンンタタターーーバババララランンンスススののの設設設定定定にににつつついいいててて

カウンタバランスシステムにより、カッティングユニット
の油圧昇降シリンダでバック圧を掛けています。これに
よりカッティングユニットの重量が駆動輪にかかるように
なって、走行性能がアップします。カウンタバランスの
設定を下げると、カッティングユニットを安定させ、走行
性をやや落とします。カウンターバランス設定を増や
すとトラクション能力が向上する一方、カット後の外観
の品質が低下する可能性がある。

カウンターバランスの設定は以下から選択します

• 低重量のほとんどはカッティングユニットに掛かり、
駆動輪にはほとんど掛からない

• 中重量をカッティングユニットと駆動輪に分散させる

• 高カッティングユニットに掛ける重量は最低となり、
駆動輪に最大の重量を掛ける

• OFFカウンターバランス設定を解除する。

オオオーーートトトアアアイイイドドドルルル設設設定定定ののの理理理解解解

オートアイドルを有効にすると、マシンがアイドル状態
にあるときに油圧ポンプが消費する電力を減らしてバッ
テリーの電力を保全し、動作音が静かになります。

旋旋旋回回回モモモーーードドドにににつつついいいててて

旋回モードを有効にすると、刈り込み列の終端で方向
転換するときや、障害物を避けながら刈り込むとき
に、カッティング ユニットを芝面から軽く上昇させるこ
とができます。

カッティングユニットを刈り込み位置にして作業中に小
さな旋回をするときなど、カッティングユニット上昇ス
イッチの後部を軽く押して放すと、カッティングユニッ
トがわずかに上昇します。旋回が完了したら、スイッ
チを押してカッティングユニットを下降させると刈り込み
を再開します。

運運運転転転中中中ににに

始始始動動動手手手順順順
1. バッテリー遮断スイッチがON位置にあることを
確認する。

2. 運転席に座って、シートベルトを締める。

3. PTOが解除されていることを確認する。
4. 走行ペダルがニュートラル位置にあることを確
認する。

5. キースイッチを ON位置に回す。

PTOのののリリリセセセッッットトト方方方法法法
注注注 PTOスイッチがONのときに運転席から離れると、マ
シンは自動的に停止します。

以下の方法でPTOをリセットしてください
1. PTO スイッチを押し込む。
2. マシンを始動する 始動手順 (ページ 34)を参照。
3. カッティングユニット昇降スイッチを使って、カッ

ティングユニットを刈り込み位置まで下げる。

4. PTO スイッチを引き上げる。
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バババッッッテテテリリリーーーシシシススステテテムムムののの充充充電電電レレレベベベ
ルルルののの確確確認認認方方方法法法
バッテリーシステムの充電レベルを調べるには、ディス
プレイのメイン情報画面を見てください。

バババッッッテテテリリリーーー残残残量量量低低低下下下アアアドドドバババイイイススス
• バッテリー残量が低レベルになると、バッテリー残
量低下警告がディスプレイ画面に表示されます。刈
り込みを中止し、所定の充電場所へ戻ってバッテ
リーを充電してください。

• 作業中にバッテリーの残量がさらに少なくなると、
警告アドバイスが表示されます。この状態では、刈
り込みブレードは作動しなくなります。ただちに管理
棟などに帰ってバッテリーの充電を行ってください。

マママシシシンンンののの停停停止止止手手手順順順
1. 平らな場所に駐車する。

注注注 マシンが完全に停止すると自動的に駐車ブ
レーキが作動します。

2. PTOをOFFにする。
3. キーを OFF位置にして抜き取る。

運運運転転転終終終了了了後後後ににに

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの整整整備備備
カッティングユニットを移動走行位置A図 30から整備位
置B図 30にすることができます。整備位置にすると、
ブレードの整備や洗浄を楽に行うことができますカッティ
ングユニットのオペレーターズマニュアルを参照。

g369191

図図図 30

1. 移動走行位置 2. 整備位置

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを整整整備備備位位位置置置にににすすするるる

カッティングユニットを移動走行位置から整備位置にす
るには、以下の手順を行います。

警警警告告告
始始始動動動スススイイイッッッチチチにににキキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰
でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、重重重
大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

スススイイイッッッチチチかかからららキキキーーーををを抜抜抜ききき取取取りりり、、、バババッッッテテテリリリーーー遮遮遮断断断スススイイイッッッ
チチチをををOFF位位位置置置にににしししててておおおくくくこここととと。。。カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
ををを整整整備備備位位位置置置にににしししたたたままままままでででマママシシシンンンををを始始始動動動しししななないいいこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 昇降スイッチでカッティングユニットを移動走行
位置にする。
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3. マシンの電源を切り、キーを取り外し、駐車ブ
レーキがかかっていることを確認して、バッテリー
切断スイッチをオフの位置に回します。

4. 刈高プレートからピンを抜き取る図 31。

g371944

図図図 31

1. 刈高ピン 2. 刈高プレート

5. カッティングユニットを立てる図 32と、ラッチが
ロープ掛けブラケットに掛かる図 33。

警警警告告告
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトははは重重重いいい。。。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの取取取りりり扱扱扱いいいははは 2 人人人ででで行行行
うううこここととと。。。

g369190

図図図 32

g298276

図図図 33

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを移移移動動動走走走行行行位位位置置置
にににすすするるる

カッティングユニットを整備位置から移動走行位置にす
るには、以下の手順を行います。

1. ロープ掛けブラケットに掛かっているラッチを外す
図 34カッティングユニットを前方に倒して図 32、
ラッチのハンドルを前方へ動かせばよい。

g298277

図図図 34

2. ピンが昇降アームプレートに当たるまでカッティン
グユニットをゆっくりと降ろすA図 35。
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g298288

図図図 35

1. 昇降アームプレート 2. ピン

3. 足でカッティングユニットを下げ、ピンB図 35を
引き抜くと、カッティングユニットは移動走行位
となる。

4. 刈高ピンを刈高プレートとチェーンに通す。

リリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーーののの
輸輸輸送送送
米国交通省および国際交通規制当局の定めにより、リ
チウムイオン電池の輸送に際しては特殊な梱包が義
務付けられており、また、その搬送には専用の機材
を使用することが求められております。米国内におい
ては、バッテリーをマシンに取り付けてバッテリー駆動
機械となったものについては、ほとんど規制なく搬送
を行うことができます。バッテリーや、バッテリーを搭
載した機械を搬送するに当たってどのような規制が存
在するかは、米国内の規制については米国交通省
へ、米国外においては各国や地域の所轄政府機関に
お問い合わせください。

バッテリーを輸送する場合にの詳細については、弊社
ディストリビュータにご相談ください。

リリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー用用用ののの
充充充電電電器器器にににつつついいいててて

電電電源源源要要要件件件にににつつついいいててて

充電器をフル出力にするには、230V-250Vの20A回路
が必要となります。充電器はAC 100 VAC 240V で充
電できますが、AC 230 V 未満では充電器の出力は
低くなります。

危危危険険険
充充充電電電中中中ににに水水水ににに触触触れれれるるるととと感感感電電電しししててて人人人身身身事事事故故故とととなななりりり、、、
最最最悪悪悪ののの場場場合合合死死死亡亡亡すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。

• ぬぬぬれれれたたた手手手でででプププラララグググやややチチチャャャーーージジジャャャををを操操操作作作しししたたたりりり、、、
水水水たたたまままりりりににに立立立っっっててて操操操作作作しししななないいいこここととと。。。

• 雨雨雨ののの中中中やややぬぬぬれれれたたた状状状態態態でででバババッッッテテテリリリーーーののの充充充電電電ををを行行行
わわわななないいいこここととと。。。

適切な電源コード (地域の法令等で認められているも
の) を使ってマシンを充電する。適切な電源コードにつ
いては、Toro正規代理店にお問い合わせください。

電源コードを延長する必要がある場合は、延長コード
が 12 AWG であること、定格が250 Vであることを確認
してください。

重重重要要要電電電源源源コココーーードドドののの絶絶絶縁縁縁被被被覆覆覆ににに穴穴穴がががあああいいいててていいいたたたりりり亀亀亀裂裂裂
ががが入入入っっってててななないいいかかか定定定期期期的的的ににに確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。破破破損損損しししててていいい
るるるコココーーードドドををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。コココーーードドドををを水水水たたたまままりりりののの上上上
やややぬぬぬれれれたたた芝芝芝生生生ののの上上上ににに置置置かかかななないいいでででくくくだだださささいいい。。。充充充電電電器器器ややや
電電電源源源コココーーードドドををを変変変えええななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

警警警告告告
破破破損損損しししたたたコココーーードドドははは感感感電電電事事事故故故ややや火火火災災災ののの原原原因因因とととなななるるる。。。

充充充電電電器器器ををを使使使用用用すすするるる前前前ににに電電電源源源コココーーードドドををを十十十分分分ににに点点点検検検すすす
るるるこここととと。。。コココーーードドドががが破破破損損損しししててていいいるるる場場場合合合ははは、、、新新新しししいいいコココーーー
ドドドががが入入入手手手ででできききるるるまままででで充充充電電電ををを行行行わわわななないいいこここととと。。。
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リリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーーののの充充充電電電にににつつつ
いいいててて

注注注意意意
Toro社社社ががが供供供給給給しししたたたバババッッッテテテリリリーーー充充充電電電器器器以以以外外外ののの充充充電電電
器器器でででバババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電すすするるるととと、、、高高高熱熱熱ををを発発発生生生しししたたたりりりすすす
るるるなななどどどしししててて製製製品品品ののの破破破損損損ややや施施施設設設ののの損損損傷傷傷、、、人人人身身身事事事故故故ななな
どどどををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの充充充電電電にににははは Toro ががが提提提供供供しししたたた充充充電電電器器器
ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

フフフルルルパパパワワワーーー充充充電電電ののの推推推奨奨奨温温温度度度範範範囲囲囲0°26.6°C

理想的な充電がおこなわれるよう、フルパワー充電推
奨範囲内の温度でバッテリーを充電するようにしてくださ
い。推奨範囲 (26.6°40°C) を超える温度でバッテリーを
充電すると、充電性能が低下する可能性があります。

1. マシンを、所定の充電場所に駐車する。

2. マシンを停止させ、キーを抜き取る。

3. バッテリー遮断スイッチがON位置にあることを
確認する。

4. マシンの充電ポートからカバーを取り外す。

5. マシンの充電ポートと電源コードにほこり、破
片、湿気がないことを確認する。

6. 電源コードをマシンの充電ポートに差し込みむ
(図 36)。

g386076

図図図 36

1. 充電ポート 2. 充電ポートカバー

7. 電源コードに付いているコンセント用プラグを、
アース付きの電源コンセントに接続する。

電源要件については、電源要件について (ペー
ジ 37)を参照。

8. ディスプレイ画面で、バッテリーが充電されている
ことを確認する。

注注注ディスプレイ画面にはバッテリーのアンペア数
と充電状態が表示されます (図 37)。

g469312

図図図 37

9. マシンが十分に充電されたら、充電器を取り外
す 充電を終了する (ページ 39)を参照。
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充充充電電電ををを終終終了了了すすするるる
1. 電源コードをマシンの充電ポートから引き抜く。

2. 破損防止のため、充電器コードを安全な場所
に収納する。

3. マシンを起動し、ディスプレイ画面で充電レベル
を確認する。

満充電になっていると、ディスプレイの棒グラフの
タイル 10個が全部塗りつぶされます。

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引にににつつついいいててて
マシンがニュートラルになったり、マシンが電池切れ
になったりした場合には、自動的に電動駐車ブレーキ
がかかります。マシンを牽引できるようにするには、
ディスプレイ画面またはレバーを使って電動ブレーキ
(オペレーターのプラットフォームの下にある) を解除す
る必要があります。

1. 左右の前輪の前後に輪止めを掛ける。

2. 次のいずれかの方法で駐車ブレーキを解除する

• マシンのバッテリーが使える場合は、ディス
プレイ画面のサービスメニューで牽引モード
を ON にする。

注注注牽引モードを ONにすると電動駐車ブレー
キが解除され、タイヤの輪止めを外すとマシ
ンが自由に動くようになります。

走行ペダルを踏むと、牽引モードは解除さ
れ、駐車ブレーキが通常どおり機能するよう
になります。

• マシンのバッテリーが使えない場合は、以
下のステップを実行して手動で駐車ブレーキ
を解除する。

A. オペレーターズマニュアルが入っている
筒から、レバーを取り出す。

B. このレバーを使って、プラットフォームフ
レームのナットを緩める (図 38)。

g469233

図図図 38

1. レバー 2. ナット

C. レバーをブレーキ リリースアセンブリに
セットし、スロットに沿ってレバーを上に
動かすと駐車ブレーキを解除し (図 39)、
ナットを締めて解除状態を固定して、マシ
ンを牽引する。
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g469234

図図図 39

1. ブレーキレリーズアセンブリ 2. レバー

3. 車輪から輪止めを外し、マシンを牽引する。

重重重要要要牽牽牽引引引移移移動動動ははは平平平坦坦坦ななな場場場所所所ででで、、、速速速度度度ははは 4.8 k/h
未未未満満満とととししし、、、移移移動動動距距距離離離ははは出出出来来来るるる限限限りりり短短短くくくしししてててくくくだだださささ
いいい。。。

マママシシシンンンををを長長長いいい距距距離離離移移移動動動すすするるる場場場合合合、、、まままたたたははは平平平坦坦坦ででで
ななないいい場場場所所所ををを移移移動動動すすするるる必必必要要要がががあああるるる場場場合合合ははは、、、トトトレレレーーー
ラララーーーににに乗乗乗せせせててて搬搬搬送送送すすするるるこここととと。。。

4. マシンを目的地まで牽引したら、左右の前タイヤ
の前後に輪止めを掛け、駐車ブレーキをかける

• ディスプレイ画面を使って駐車ブレーキを解除
した場合は、ディスプレイ画面のサービスメ
ニューで牽引モードを OFF にする。

注注注牽引モードを OFF にすると、駐車ブレー
キがかかります。

• レバーを使って手動で駐車ブレーキを解除し
た場合

A. ナットを緩め、レバーを使ってブレーキ
解除アセンブリを下げ、駐車ブレーキを
掛ける。

B. ナットを締めつける。

C. オペレーターズマニュアルの保管チュー
ブにレバーを収納する。

トトトレレレーーーラララへへへののの積積積みみみ込込込みみみ
• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすときには
安全に十分注意してください。

• 積み込みには、機体と同じ幅のある歩み板を使用
してください。

• 車体が落下しないように確実に固定してください。

• 格納保管中やトレーラで輸送中は、キーを抜き取っ
ておいてください。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注 www.Toro.comから、この機械に関する配線図と油圧回路図をダウンロードすることができます。弊社ホーム
ページからマニュアルへのリンクをご活用ください。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 1 時間 • ホイールナットのトルク締めを行う。

使用開始後最初の 10 時間 • ホイールナットのトルク締めを行う。

使用開始後最初の 50 時間 • アクスルオイルを交換する。

使用開始後最初の1000時間
• 油圧オイルを交換する。
• 油圧フィルタを交換します。

使用するごとまたは毎日
• タイヤ空気圧を点検します。
• 安全インタロックシステムの動作を確認します。
• 油圧オイルの量を点検する。

50運転時間ごと • ベアリングとブッシュのグリスアップを行ってください。

200運転時間ごと • ホイールナットのトルク締めを行う。

250運転時間ごと • アクスルオイルレベルを点検する。

500運転時間ごと • アクスルオイルを交換する。

800運転時間ごと

• 油圧作動油を交換する (推奨油圧作動油を使っていない場合、または油圧タンクに代
替作動油を充填したことがある場合)。

• 作動油フィルターを交換する (推奨油圧作動油を使っていない場合、または油圧タンク
に代替作動油を充填したことがある場合)。

1000運転時間ごと • 油圧オイルフィルタを交換する（推奨オイルを使用している場合）。

2000運転時間ごと • 油圧オイルを交換する（推奨オイルを使用している場合）。

1年ごと • コンパートメントにたまっているごみを取り除きます (年に一度、または必要に応じて)。

2年ごと • 可動部ホースを交換する。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作を点検す
る。

ROPSが完全に立てた状態
でロックされているかどうか
点検する。

駐車ブレーキの動作を確認
する。

運転操作時の異常音

油圧ホースの磨耗損傷を点
検する。

オイル漏れなど。

タイヤ空気圧を点検する

計器類の動作を確認する。

グリスアップを行なう。1

塗装傷のタッチアップを行う。

シートベルトを点検する。

電気ケーブルの状態を確認
すること。

機体を洗浄する

1車体を水洗いしたときは整備間隔に関係なく直ちにグリスアップする。

要要要注注注意意意個個個所所所ののの記記記録録録

点検担当者名

内容 日付 記事

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

車車車体体体をををジジジャャャッッッキキキででで持持持ちちち上上上げげげるるる
場場場合合合

危危危険険険
機機機械械械式式式ややや油油油圧圧圧式式式のののジジジャャャッッッキキキががが外外外れれれるるるととと重重重大大大ななな人人人身身身
事事事故故故ががが発発発生生生すすするるる。。。

• 機機機体体体をををジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたたららら、、、ジジジャャャッッッキキキスススタタタンンン
ドドドででで支支支えええるるる。。。

• マママシシシンンンををを浮浮浮かかかすすす作作作業業業ははは機機機械械械式式式まままたたたははは油油油圧圧圧式式式ののの
ジジジャャャッッッキキキ以以以外外外でででははは行行行わわわななないいい。。。

機機機体体体ののの前前前側側側ををを浮浮浮かかかすすす場場場合合合

重重重要要要 ジジジャャャッッッキキキとととフフフレレレーーームムムののの間間間にににケケケーーーブブブルルルややや油油油圧圧圧ララライイインンン
がががななないいいここことととををを確確確認認認すすするるる。。。
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図図図 40

1. 機体前部のジャッキアップ
ポイントフレームチューブ

2. フロントジャッキスタンドポ
イント - アクスルチューブ

1. マシンが動かないように、後輪 2 つともに輪止
めを掛ける。

2. ジャッキをジャッキポイント (フレームチューブな
ど)の下にしっかりと配置する。

3. マシンの前部を上げた後、車軸チューブの下に
適切なジャッキ スタンドを使ってマシンを支える。

機機機体体体ののの後後後側側側ををを浮浮浮かかかすすす場場場合合合
重重重要要要 ジジジャャャッッッキキキとととフフフレレレーーームムムののの間間間にににケケケーーーブブブルルルややや油油油圧圧圧ララライイインンン
がががななないいいここことととををを確確確認認認すすするるる。。。

g414111

図図図 41

1. 機体後部のジャッキアップ
ポイントフレームチューブ

2. 機体後部のジャッキスタン
ドポイントフレームチューブ

1. マシンが動かないように、前輪 2 つともに輪止
めを掛ける。

2. ジャッキをジャッキポイント (フレームチューブな
ど)の下にしっかりと配置する。

3. マシンの前部を上げた後、適切なジャッキ スタン
ドをマシンフレームの下に置いてマシンを支える。

フフフーーードドドををを上上上げげげるるる
1. フードの両側からナットとストラップ シールド (図

42) を取り外す。
2. 機体両側でストラップを外す図 42。
3. フードを上げる図 42。
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図図図 42

1. ナット 3. ストラップ

2. ストラップシールド

潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリススス
アアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと—ベアリングとブッシュのグ

リスアップを行ってください。

定期的に、全部の潤滑個所にNo.2汎用リチウム系グ
リスを注入します。

重重重要要要 機機機体体体ををを水水水洗洗洗いいいしししたたたととときききははは直直直ちちちにににグググリリリスススアアアッッップププししし
てててくくくだだださささいいい。。。

• アクスルのピボットピン (図 43)

g434208

図図図 43

1. アクスルのピボットピン

• 機機機体体体前前前部部部 (図 44):
– アタッチメントのピボットハブ2ヶ所
– 昇降シリンダのブッシュ2ヶ所
– 昇降アームのピボットピン2ヶ所
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図図図 44
機体前方(図はフロントタイヤを外した状態)

1. アタッチメントのピボットハブ 3. 昇降アームのピボットハブ
2. 昇降シリンダのブッシ

• 車車車両両両後後後方方方図 45
– 油圧シリンダのボールジョイント2ヶ所

– アクスルスピンドルのハブ2ヶ所

g417127

図図図 45
機体後部バンパーは図示せず

1. アクスルスピンドルのハブ 2. ステアリングシリンダのボールジョイント

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

バババッッッテテテリリリーーー遮遮遮断断断スススイイイッッッチチチののの使使使
用用用方方方法法法
1. 電源コードが接続されている場合は、マシンの電
源コードを抜く。

2. 図 46のように、バッテリー遮断スイッチを希望位
置にセットする。
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図図図 46

1. スイッチを OFF位置にして
マシンの電源を遮断する。

2. スイッチを ON位置にして
マシンの電源を接続する。

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
注注注 マシンはリチウムイオンバッテリーを少なくとも 11本
搭載しています。エネルギー拡張キットを使ってバッ
テリーを追加することができます。

リチウムイオンバッテリーは、国や地域の法令に従って
廃棄やりサイクルを行ってください。万一バッテリーに
問題が発生したり検査の必要が生じた場合には、弊社
ディストリビュータにご相談ください。

バッテリーを開けないでください。バッテリーに問題が
ある場合は、Toro認定代理店に連絡してください。

リリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーーののの
保保保守守守

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーにににははは高高高電電電圧圧圧部部部がががああありりり、、、こここれれれににに触触触れれれるるるととと
感感感電電電やややけけけどどどなななどどどををを負負負ううう危危危険険険がががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーををを開開開けけけななないいいこここととと。。。

• 万万万一一一ケケケーーースススががが割割割れれれたたた場場場合合合にににははは、、、バババッッッテテテリリリーーーののの
取取取りりり扱扱扱いいいににに細細細心心心ののの注注注意意意ををを払払払うううこここととと。。。

• バババッッッテテテリリリーーーパパパッッックククののの充充充電電電ははは必必必ずずず専専専用用用のののチチチャャャーーー
ジジジャャャででで行行行うううこここととと。。。

リチウムイオンバッテリーは、所定の仕事を行うことの
できる十分な電力の蓄積を、製品寿命の最後まで行え
るように作られています。

バッテリーの寿命を最大限に延ばして十分な利用がで
きるよう、以下の注意点をお守りください。

• バッテリーを開けないでください。

• マシンの駐車・格納は、汚れていない乾燥した場
所で、直直直射射射日日日光光光ややや熱熱熱源源源、、、雨雨雨ややや湿湿湿気気気ををを避避避けけけててて行行行っっっ
てててくくくだだださささいいい。。。で指定された温度範囲を超えるような
場所で保管しないでください。バッテリーの長期保
管処理 (ページ 55)こここののの範範範囲囲囲外外外ののの温温温度度度はははバババッッッテテテリリリーーー
ににに損損損傷傷傷ををを与与与えええるるるここことととがががああありりりままますすす。。。保管中の高温、
特に高充電状態で高温にさらされると、バッテリー
の寿命が低下します。

• マシンを使用しない期間が 10日間を超える場合に
は、直射日光のあたらない乾燥した涼しい場所で
雨や湿気を避けてマシンを格納してください。

• 高温下や直射日光の下で刈り込みを行うとバッテ
リーがオーバーヒートする可能性があります。この
ようなことが起こった場合には、ディスプレイに高温
警告が表示されます。この状態では、アタッチメン
ト (カッティングユニットなど)が作動しなくなり、マ
シンの走行速度が低下します。

このような状態になったら、直ちにマシンを直射日
光の当たらない場所に移動させ、バッテリーが十分
冷えるまで待ってください。

• 刈り込みブレードを鋭利に維持してください。刃の
切れが悪いとリールを回転させるために余分な力
が必要になり、1回の充電でできる仕事の量が少
なくなります。

• 必要な時以外はライトを使わないでください。
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バババッッッテテテリリリーーーチチチャャャーーージジジャャャののの保保保守守守
整整整備備備
重重重要要要電電電気気気修修修理理理はははすすすべべべてててトトトロロロののの正正正規規規代代代理理理店店店にににおおお任任任せせせくくく
だだださささいいい。。。

充電器を乱暴に扱ったり、風雨にさらしたりしないでくだ
さい。それ以外にできる整備はほとんどありません。

• 使用しないときは、電源コードを巻いて収納して
ください。

• コードが損傷していないか定期的に点検し、交換
が必要な時はToroの承認する製品を入手してくだ
さい。

バババッッッテテテリリリーーー充充充電電電器器器コココンンンパパパーーートトトメメメ
ンンントトトかかからららのののゴゴゴミミミののの除除除去去去
注注注充電器は運転席の下に収納されています。

シートベースプレート (図 47) を取り外し、バッテリー充
電器コンパートメントからゴミ (草など) を取り除きます。

g445372

図図図 47

1. シートベースプレート

充充充電電電器器器コココンンンパパパーーートトトメメメンンントトトかかからららののの
ゴゴゴミミミののの除除除去去去
整整整備備備間間間隔隔隔: 1年ごと

電装機器の多く (ヒューズやコントローラーなど)は、
マシンの左側のカバー (図 48) の下にあります。カ
バーを取り外し、圧縮空気を使ってこの領域からゴミ
(草など) を取り除きます。

警警警告告告
圧圧圧縮縮縮空空空気気気ののの不不不適適適切切切ななな使使使用用用ははは、、、重重重大大大ななな怪怪怪我我我にににつつつ
ななながががるるる。。。

• 保保保護護護めめめがががねねね、、、聴聴聴力力力保保保護護護具具具、、、防防防塵塵塵マママスススクククなななどどどののの
適適適切切切ななな身身身体体体保保保護護護具具具ををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

• 圧圧圧縮縮縮空空空気気気ののの吹吹吹ききき出出出ししし口口口ををを自自自分分分ややや他他他人人人ににに向向向けけけ
ななないいいこここととと。。。

• エエエアアアコココンンンプププレレレッッッサササーーーメメメーーーカカカーーーののの説説説明明明書書書ををを参参参照照照ししし
ててて正正正しししいいい操操操作作作ととと安安安全全全確確確保保保ををを行行行うううこここととと。。。

重重重要要要電電電気気気系系系統統統かかからららゴゴゴミミミををを除除除去去去すすするるるのののににに水水水ををを使使使わわわななないいい
でででくくくだだださささいいい。。。電電電気気気シシシススステテテムムムににに損損損傷傷傷ををを与与与えええるるる可可可能能能性性性ががが
ああありりりままますすす。。。

g473202

図図図 48

1. ボルト 3. カバー

2. ねじ
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ヒヒヒュュューーーズズズののの搭搭搭載載載位位位置置置
マシンの左側にあるカバー (図 49) を取り外して、ヒューズ (図 50) を見つけます。

100 Aヒューズが切れた場合は、両方の100 Aヒューズを交換してください。

g448299

図図図 49

1. ボルト 3. カバー

2. ねじ
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g451257

図図図 50

1. トラクション回路200A 4. ロジック電源(2A) 7. エアライドシート/USB充電
器(10A)

10. 60V電源(10A)

2. ドライビングライトキットの電
源 (7.5A)

5. テレマティクス/拡張電源
(10A)

8. DC/DCコンバータ10A 11. カッティングユニット (100A)

3. TECコントローラー電源2お
よび3 (7.5A)

6. システム電源(7.5A) 9. 作業用ライトキットの電源
(7.5A)

12. カッティングユニット (100A)
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走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

アアアクククスススルルルオオオイイイルルルレレレベベベルルルののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 250運転時間ごと

流流流体体体タタタイイイプププ Mobilfluid™ 424
1. アクスルのフィルプラグを取り外す (図 51)。

注注注 液面はフィルプラグの底面と同じになるよう
にする。

g433604

図図図 51

2. 液面が低い場合は、フィルプラグを取り外し、指
定された液を穴からなくなるまで追加する。

3. フィルプラグを元に戻し、27‐41 N·m
(2.92‐4.43kgm)のトルクで締め付ける。

アアアクククスススルルルオオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

500運転時間ごと

流流流体体体タタタイイイプププ Mobilfluid™ 424

液液液量量量0.680.74L
1. ドレンプラグの下にオイルを受ける容器をおく。

g432359

図図図 52

1. 補給プラグ 2. ドレンプラグ

2. フィルプラグを取り外す (図 52)。

注注注 フィルプラグを保持する。

3. ドレンプラグ (図 52) を取り外し、液体を完全に
排出する。

注注注 ドレンプラグを保持する。

4. ドレンプラグを取付け、12‐19 N·m (1.30‐2.05kgm)
のトルクで締め付ける。

5. 指定された液体と容量をアクスルに充填穴と均等
になるまで充填する。

6. フィルプラグを取付け、27‐41 N·m (2.92‐4.43kgm)
のトルクで締め付ける。

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルククク締締締めめめ
ををを行行行ううう
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 1 時間

使用開始後最初の 10 時間
200運転時間ごと

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトののの規規規定定定トトトルルルククク102-108 N·m10.4-11.1
kg.m = 75-80 ft-lb

前輪のラグナットを、図 53図に示すパターンで指定さ
れたトルクで締めつける。
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g034007

図図図 53

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 万一、油圧オイルが体内に入ったら、直ちに専門
医の治療を受けてください。万一、油圧オイルが
体内に入った場合には、この種の労働災害に経
験のある施設で数時間以内に外科手術を受ける
必要がある。

• 油圧装置を作動させる前に、全部のラインコネクタ
が適切に接続されていること、およびラインやホー
スの状態が良好であることを確認すること。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油が
高圧で噴出しているので、絶対に手などを近づけ
ない。

• リークの点検には新聞紙やボール紙を使う。

• 油圧関係の整備を行う時は、内部の圧力を確実
に解放する。

油油油圧圧圧作作作動動動液液液ののの仕仕仕様様様
リザーバーには工場で約12.3 Lの高品質油圧作動油
が充填されている。初めての運転の前に必ず油量を
確認し、その後は毎日点検してください 油圧オイルの
量を点検する (ページ 52)を参照。
交交交換換換用用用ののの推推推奨奨奨油油油圧圧圧オオオイイイルルルToro PX Extended Life
Hydraulic Fluid19 リットル缶または208 リットル缶。
注注注推奨オイルを使用するとオイルやフィルタ交換の回
数を減らすことができます。

使使使用用用可可可能能能ななな他他他のののオオオイイイルルルToro PX Extended Life
Hydraulic Fluidが入手できない場合は、以下に挙げる
特性条件および産業規格を満たす石油系の油圧オイ
ルを使用することができます。合成オイルは使用しな
いでください。オイルの専門業者と相談の上、適切な
オイルを選択してください

注注注不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお使
い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作
動動動液液液, ISO VG 46
物性

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44-48

粘性インデックス ASTM D2270 140 以上

流動点 ASTM D97 -37°C–45°C

産業規格 Eaton Vickers 694 (I-286-S,
M-2950-S/35VQ25 or

M-2952-S)

注注注多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、その
ためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オイル用
の着色剤20 ml瓶をお使いいただくと便利です。1瓶で
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15-22 リットルのオイルに使用できます。P/N44-2500
を、弊社代理店からご購入ください。

重重重要要要 トトトロロロ・・・プププレレレミミミアアアムムム合合合成成成生生生分分分解解解油油油圧圧圧作作作動動動液液液ははは、、、トトトロロロ
社社社がががこここののの製製製品品品へへへののの使使使用用用ををを認認認めめめたたた唯唯唯一一一ののの合合合成成成生生生分分分解解解オオオ
イイイルルルででですすす。。。こここのののオオオイイイルルルははは、、、トトトロロロ社社社ののの油油油圧圧圧装装装置置置ででで使使使用用用ししし
ててていいいるるるエエエラララススストトトマママーーーににに悪悪悪影影影響響響ををを与与与えええずずず、、、まままたたた広広広範範範囲囲囲ななな
温温温度度度帯帯帯でででののの使使使用用用ががが可可可能能能ででですすす。。。こここのののオオオイイイルルルははは通通通常常常ののの鉱鉱鉱
物物物性性性オオオイイイルルルととと互互互換換換性性性がががああありりりままますすすががが、、、十十十分分分ななな生生生分分分解解解性性性
ををを確確確保保保ししし、、、オオオイイイルルルそそそのののももものののののの性性性能能能ををを十十十分分分ににに発発発揮揮揮さささせせせるるる
たたためめめにににははは、、、通通通常常常オオオイイイルルルととと混混混合合合せせせずずず、、、完完完全全全ににに入入入れれれ替替替えええ
ててて使使使用用用すすするるるここことととががが望望望まままれれれままますすす。。。こここののの生生生分分分解解解オオオイイイルルルははは、、、
モモモーーービビビルルル代代代理理理店店店にににててて 19 リリリッッットトトルルル缶缶缶まままたたたははは 208 リリリッッットトトルルル
缶缶缶でででおおお求求求めめめににになななれれれままますすす。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
1. マシンを平らな場所に駐車し、駐車ブレーキがか

かっていることを確認し、カッティングユニットを下
げ、マシンの電源を切り、キーを取り外す。

2. フードを上げる。

3. 油圧タンクからディップスティックのキャップを取り
外し、、清潔な布で拭き取る(図 54)。

g415755

図図図 54

4. ディップスティックのキャップを油圧タンクに挿入
する (図 54)。

5. ディップスティックのキャップを取り外し、液面
を確認する (図 55)。
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g415756

図図図 55

1. 上限充填マーク 2. 下限充填マーク

6. 液面がレベルゲージの適切な下限マークを下
回っている場合は、指定された作動油をタンク
に追加する。ディップスティックのキャップをタン
クに挿入し、液面がディップスティックの上下の
マーク (図 55)の間に現れるまでステップ3から5
までを繰り返す。

7. ディップスティックのキャップを油圧タンクに挿入
し、キャップを手で締める。

8. オイル漏れがないか、油圧ホースとフィッティング
全部を点検する。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 1000時間—油圧オイル

を交換する。

800運転時間ごと—油圧作動油を交換する (推奨
油圧作動油を使っていない場合、または油圧タ
ンクに代替作動油を充填したことがある場合)。
2000運転時間ごと—油圧オイルを交換する推奨
オイルを使用している場合。

油圧オイルが汚染されてしまった場合は油圧系統全体
を洗浄する必要がありますので、Toroの正規代理店
にご連絡ください。汚染されたオイルは乳液状になっ
たり黒ずんだ色になったりします。

1. マシンを平らな場所に駐車し、カッティングユニット
を下げ、マシンの電源を切り、キーを取り外す。

2. 作動油ポンプの下に大きなドレンパンを置く。

3. 油圧タンクのディップスティックキャップを取り外
す。

4. 以下の手順で、タンクから作動油を排出する

A. ポンプからホースとホースクランプを取り外
す (図 56)。

g441218

図図図 56

1. 作動油ポンプ 3. ホース

2. ホースクランプ

B. 作動油がホースからドレンパン (図 56) に排
出されるようにする。

C. ホースクランプを使ってホースをポンプに固
定する。

5. 油圧タンクに作動油を充填する。仕様について
は、油圧作動液の仕様 (ページ 51)を参照。
重重重要要要 指指指定定定ささされれれたたた銘銘銘柄柄柄のののオオオイイイルルル以以以外外外ははは使使使用用用しししななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。他他他のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるとととシシシススステテテムムム
ををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

6. 油圧タンクへディップスティックキャップを取り付
ける。

7. マシンを始動し、次の順番ですべての油圧制御を
使って、システム全体に作動油を行き渡らせる。

A. ハンドルを右一杯、左一杯に操作する。

B. 昇降スイッチでカッティングユニットを昇降さ
せる。

8. オイル漏れがないかを確認し、マシンを停止さ
せる。

9. タンクの中の油圧オイルの量を点検する 油圧オ
イルの量を点検する (ページ 52) を参照。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 1000時間—油圧フィル

タを交換します。

800運転時間ごと—作動油フィルターを交換す
る (推奨油圧作動油を使っていない場合、また
は油圧タンクに代替作動油を充填したことがあ
る場合)。
1000運転時間ごと—油圧オイルフィルタを交換
する推奨オイルを使用している場合。
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重重重要要要 適適適切切切なななToro油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタターーーををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。マママ
シシシンンンのののパパパーーーツツツカカカタタタロロログググををを参参参照照照。。。純純純正正正品品品以以以外外外のののフフフィィィルルルタタタ
ををを使使使用用用すすするるるととと関関関連連連機機機器器器ののの保保保証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場
合合合がががああありりりままますすす。。。

1. 油圧フィルタの取り付け領域の周囲を清掃する
( 図 57を参照)。

g433602

図図図 57

1. 油圧フィルタ

2. フィルターの下にドレンパンを置き、フィルターを
取り外し、残ったオイルをパンに排出する。

3. 新しいフィルタのガスケットに薄くオイルを塗布し
中にオイルを入れる。

4. フィルタの取り付け部がきれいであることを確
認し、ガスケットがフィルタヘッドに当たるまで
手で回して取り付け、そこから更に 1/2 回転増
し締めする。

油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 2年ごと

油圧ライン油圧ホースにオイル漏れ、ねじれ、支持部
のゆるみ、磨耗、フィッティングのゆるみ、風雨や薬品
による劣化などがないか毎日点検してください。修理
不十分のまま運転しないでください

洗洗洗浄浄浄

機機機体体体ののの清清清掃掃掃
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、マシ

ンを停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に停
止したのを確認する。

2. バッテリー遮断スイッチを OFF にする。
3. 水や中性洗剤を使ってマシンについたゴミを除去

する。柔らかい布などを使ってもよい。圧縮空気
の使用も可。

警警警告告告
圧圧圧縮縮縮空空空気気気ののの不不不適適適切切切ななな使使使用用用ははは、、、重重重大大大ななな怪怪怪我我我
にににつつつななながががるるる。。。

• 保保保護護護めめめがががねねね、、、聴聴聴力力力保保保護護護具具具、、、防防防塵塵塵マママスススクククななな
どどどののの適適適切切切ななな身身身体体体保保保護護護具具具ををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

• 圧圧圧縮縮縮空空空気気気ののの吹吹吹ききき出出出ししし口口口ををを自自自分分分ややや他他他人人人ににに
向向向けけけななないいいこここととと。。。

• エエエアアアコココンンンプププレレレッッッサササーーーメメメーーーカカカーーーののの説説説明明明書書書ををを参参参
照照照しししててて正正正しししいいい操操操作作作ととと安安安全全全確確確保保保ををを行行行うううこここととと。。。

重重重要要要塩塩塩分分分ををを含含含んんんだだだ水水水ややや処処処理理理水水水ははは機機機体体体ののの洗洗洗浄浄浄ににに使使使用用用
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要電電電装装装品品品ににに直直直接接接水水水ををを掛掛掛けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 マママシシシンンンををを清清清掃掃掃すすするるるのののににに圧圧圧力力力洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいい
でででくくくだだださささいいい。。。高高高圧圧圧ののの水水水ででで洗洗洗浄浄浄すすするるるととと電電電気気気系系系統統統ののの損損損傷傷傷、、、
重重重要要要なななデデデカカカルルルのののはははがががれれれ、、、グググリリリススス部部部へへへののの水水水ののの浸浸浸入入入なななどどどををを
起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。電電電気気気部部部品品品ややや接接接続続続箇箇箇所所所ののの近近近くくくででで
ははは大大大量量量ののの水水水ををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
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保保保管管管
マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう
1. マシンを平らな場所に駐車し、マシンの電源を切

り、キーを取り外し、全ての動きが止まるのを
待ってから運転席を離れる。

2. マシンとカッティングユニットをていねいにに清掃
する機体の清掃 (ページ 54)およびカッティングユ
ニットのオペレーターズマニュアルを参照。

3. タイヤ空気圧を点検調整する タイヤ空気圧を点
検する (ページ 28)を参照。

4. 油圧ラインとホースを点検する必要に応じて修
理交換する。

5. ブレーキオイルの量を点検する 油圧オイルの量
を点検する (ページ 52)を参照。

6. カッティングユニットのブレードを外して研磨とバラ
ンス調整を行う。

7. ボルトナット類にゆるみながいか点検し、必要な
締め付けを行う。

8. すべてのグリスフィッティングとピボットポイントに
潤滑を行う。余分のグリスやオイルはふき取る。

9. 塗装のはがれている部分に軽く磨きをかけ、タッ
チアップする。金属部の変形を修理する。

バババッッッテテテリリリーーーののの長長長期期期保保保管管管処処処理理理
注注注バッテリーは機体から取り外さずに保管することが
できます。

以下の表に従って、保管場所の温度に合わせた保管
を行ってください。

保保保管管管場場場所所所ののの温温温度度度条条条件件件

保保保管管管温温温度度度 適適適正正正保保保管管管期期期間間間

45° – 55°C 1 週間

25° – 45°C 3 週間

-20° – 25°C 52 週間

重重重要要要 こここののの範範範囲囲囲外外外ののの温温温度度度ででではははバババッッッテテテリリリーーーににに損損損傷傷傷ををを与与与えええ
るるるここことととがががああありりりままますすす。。。

バババッッッテテテリリリーーーををを保保保存存存すすするるる場場場所所所ののの気気気温温温はははバババッッッテテテリリリーーーののの寿寿寿
命命命ににに影影影響響響しししままますすす。。。非非非常常常ににに気気気温温温ののの高高高いいいとととここころろろににに長長長期期期間間間
格格格納納納すすするるるととと、、、バババッッッテテテリリリーーーののの寿寿寿命命命ががが短短短くくくなななりりりままますすす。。。室室室温温温
ががが 25℃℃℃ををを超超超えええるるる場場場合合合ははは、、、表表表ににに示示示しししたたた適適適正正正期期期間間間ををを超超超えええ
ててて保保保管管管しししななないいいてててくくくだだださささいいい。。。

• マシンを保管する前に、バッテリー残量を40%から
60%.の間に調整充電または放電してください。

注注注充電状態 50%の時がバッテリー寿命を最も延
長できます。満充電 100% で保管するとバッテリー
の寿命は短くなります。

長期間にわたって格納する場合には 60%程度まで
充電しておいてください。

• そして6ヶ月ごとにバッテリーをチェックして、充電
残量を 40% - 60% に維持してください。残量が
40% 未満になっていたら、40% 60% まで充電
してください。

• バッテリーを充電した後は、バッテリー充電器を電
源から外してください。

• 充電器をマシンに差し込んだままにすると、バッテ
リーが完全に充電された後に電源が切れ、充電器
を取り外して再接続しない限り電源が入りません。
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Toro 製製製品品品保保保証証証
2 年間または 1,500 時間限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro社は、Toro社の製品以下「製品」と呼びますの材質上または製造上の
欠陥に対して、2年間または 1,500運転時間*のうちいずれか早く到達した時
点までの品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレーターを除くす
べての製品に適用されますエアレーターに関する保証については該当製品の
保証書をご覧下さい。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で
「製品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、
運賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調整を実
行する責任があります。必要な整備や調整を怠ったことが原因で発生した不
具合などの問題点はこの製品保証の対象とはなりません。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro以外のアクサセリ類を搭載して
使用したことが原因で発生した故障や不具合。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 製品を使用したことによって消耗した正常なパーツ通常の使用に伴って
磨耗消耗する部品類とは、ブレーキパッドおよびライニング、クラッチラ
イニング、ブレード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、
グリス注入タイプ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホ
イール、ベアリング、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、
液剤散布用の部品としてダイヤフラム、ノズル、フローメータ、チェッ
クバルブが含まれます。

• 以下のような外部要因が原因で発生する不具合天候、格納保管条
件、異物、不適切な燃料、冷却液、潤滑剤、添加物、水、薬品な
どの使用。

• 適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルなどを使用しなかったり、
品質基準から外れた燃料を使用したために発生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。通常の使用
に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ステッカー
類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッテ
リーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わり
ます。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電が
必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような
通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。
注リチウムイオンバッテリーバッテリーの保証内容をご確認ください。

クククララランンンクククシシシャャャフフフトトトのののララライイイフフフタタタイイイムムム保保保証証証プププロロロススストトトララライイイプププ 02657 モモモ
デデデルルルのののみみみ

トロ社の純正摩擦ディスクおよびクランク安全ブレードブレーキクラッチ統合ブ
レードブレーキクラッチBBC摩擦ディスクアセンブリを当初から搭載し、当初
の購入者様がトロ社の推奨する運転方法および定期整備を遵守してご使
用されたプロストライプ製品には、クランクシャフトの曲がり不具合に対する
ライフタイム保証が適用されます。摩擦ワッシャ、ブレードブレーキクラッ
チBBCその他のデバイスを搭載した製品には、このクランクシャフトのライ
フタイム保証は適用されません。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

Toro社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。当当当社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

排排排ガガガススス保保保証証証にににつつついいいてててのののごごご注注注意意意

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。製
品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エンジンの排
ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は弊社の正規サービスセンターにご相談ください。
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バババッッッテテテリリリーーーののの限限限定定定保保保証証証
バッテ
リー

充電式リチウムイオン充電池には 4年間の製品保証が付属しており、製造材料の不良や製造上の瑕疵があった場合には以下の表の通り保証の対象となり
ます。ただし、バッテリーは経年劣化する製品であり、満充電しても製造当初のエネルギー容量MWhを蓄えられなくなってきます。バッテリーは、マシンの
使用方法、アクセサリの使用の有無、ターフの状態、地形、機械の調整状態、使用温度帯などにより、エネルギー消費パターンが異なってきます。

Toro HyperCell®バッテリー 保保保証証証期期期間間間

ヴィスタシャトル車両 5年間または1.5メガワット時1

ワークマン リチウム 汎用作業車 5年間または1.5メガワット時1

グリーンマスター eTriFlex 3370 トラクションユニット 4年間または1.5メガワット時1

グラウンドマスター e3200 トラクション ユニット 3年 /2,000または1.5メガワット時1

Toro非非非純純純正正正バババッッッテテテリリリーーー2 保保保証証証期期期間間間

グリーンマスター eFlex 1021、e1021、およびe1026グリーンモア 8年間または0.9メガワット時1

1 どちらかが先に来た方。記載されているメガワット時は、個々のバッテリーごとに示されています。

2Toro非純正バッテリーはバッテリー メーカーによって保証されます。

374-0335 Rev E

 



カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

こここののの警警警告告告ははは何何何?
以下のような警告ラベルが張られた製品を見かけることがあるでしょう

警警警告告告ガンおよび先天性障害の恐れ—www.p65Warnings.ca.gov.

Prop 65 っっっててて何何何?
Prop 65は、カリフォルニア州で操業している企業、製品を販売している企業、カリフォルニア州で販売または同州に持ち込まれる可能性のある製品のメー
カーを対象とした法律です。この法律では、ガン、先天性などの出生時異常の原因となることが知られている化学物質の一覧をカリフォルニア州知事が作成
維持しこれを公表しなければならないと定められています。危険物リストは、日常の生活の中で使用するものから発見された数百種類の化学物質を網羅して
おり、毎年改訂されます。Prop 65の目的は、こうした物質に触れる可能性があることを市民にきちんと知らせることです。

Prop 65は、こうした物質を含む製品の販売を禁じているのではなく、そうした製品、製品の包装、製品に付属する文書などに警告を明記することを求めてい
ます。また、こうした警告があるからといって、その製品が何等かの安全基準に違反しているということではありません。実際、カリフォルニア州政府は、Prop
65警告はその製品が安全か安全でないかを示すものではないと説明しています。こうした物質の多くは、様々な生活用品に何年も前から使用されてきており
ますが、それらの物質が今までに何らかの健康問題を起こしたという記録はありません。さらに詳しい情報はこちらへhttps://oag.ca.gov/prop65/faqs-view-all.

Prop 65の警告は、以下のうちのどちらかを意味していますある企業が自社製品への化学物質の使用量について評価したところ、目立った危険は何一つ
ないとされる基準を超えていることがわかった、または (2) 製品に使用している化学物質は法律で規制されているものだったので、特に評価を行うこ
とはせず、法に従って警告文を添付することにした。

こここののの法法法律律律ははは全全全世世世界界界ににに適適適用用用ささされれれるるるのののででですすすかかか

Prop 65警告はカリフォルニア州でのみ要求される法律です。Prop 65警告はカリフォルニア州のいたるところで目にすることができます。レストラン、八
百屋、ホテル、学校、病院など、そして非常に多くの製品にも、この警告が印刷されています。さらには、オンラインやメールオーダーのカタロ
グなどにも掲載されています。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの警警警告告告ととと連連連邦邦邦政政政府府府ののの上上上限限限とととののの関関関係係係ははは

Prop 65の内容は連邦政府の規制や国際規制よりも厳しいものが大変多いです。Prop 65の規制基準値は連邦政府基準に比べてはるかに厳しく、連邦政府
基準では表示義務がないが、Prop 65 では表示義務があるものが数多く存在します。たとえば、Prop 65の基準では、一日当たりの鉛の排出量が 0.5 マ
イクログラムとなっており、これは連邦政府の基準や国際基準よりもはるかに厳しい数値です。

似似似たたたよよようううななな製製製品品品なななのののににに警警警告告告ががが付付付いいいててていいいななないいいももものののがががあああるるるのののはははなななぜぜぜ

• カリフォルニア州内で販売される場合には Prop 65 ラベルが必要でも、他の場所で販売される場合には不要だからです。

• Prop 65 関連で裁判となった企業が、和解条件として Prop 65 警告の表示に同意したが、そうした問題に巻き込まれていない企業の製品に
は何も表示されていないといったこともあるでしょう。

• Prop 65 の表示は必ずしも一律に行われているわけではないのです。

• 自社内で検討した結果、Prop 65基準に抵触しないと判断して、警告の表示を行わないことを選択する企業もあります。警告が書かれていないからと
言って、その製品に対象化学物質が含まれていないということは言えません。

なななぜぜぜ Toro 製製製品品品にににはははこここののの警警警告告告ががが表表表示示示ささされれれててていいいるるるのののででですすすかかか
Toro では、十分な情報に基づいてお客様ご自身が判断できるようにすることがベストであるという考えから、できる限り多くの情報をお客様に提供する
こととしております。リスト記載物質のいくつかが自社製品に該当する場合、Toro では、それらの物質のほとんどの量はごくわずかであって実際の表
示義務はないことを認識した上で、排出量などを厳密に評価することなく、警告を表示するという判断をすることがあります。Toro では、自社の製品
に含まれる化学物質の量が「重大なリスクはない」レベルであると認識した上で、あえてProp 65 警告の表示を行うという選択をしております。これ
はまた、もし Toroがこうした警告を表示しなかった場合、カリフォルニア州政府や、Prop 65の施行推進を目指す民間団体などから訴訟を提起される
可能性もあるということも視野に入れての判断です。

Rev
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